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I 研究の目的

との研究は.全国学力調査問題に対する生徒の応答状況に基づき，分析的問題i'fl岡ト実施し，その考

察宏とおして，問題の解決に必要と恩われる基礎的知織および理解の実態を明らかにして，学習指導の改

善に役だてる資料とする。

E 研究の内容と方法

分析の対象とした全国学力調査の分野・領域等

中学校第 2学年 地理的分野

世界および日本の製鉄業

位界および日本における米と小麦のさ佐渡や消安

中学校稿5学年 歴史的分野

2 研究の方法

(ll 調査の対象

キリスト教の伝来に関する穫がら

平安時代の対外関係

関税自主梅(条約改正)についての年代的なE艇がら

新潟市近郊の申学校を5か絞抽出し，それぞれ1学級ずつ計5学級の第2・5学年の金生白徒会調

査の対象とした。

(2) 開査の手11闇

。 昭和 39年度の文部省全国学力調査の結果から抽出生徒の応答状況を慌を

o その中から分析の対象とする調査問題役選定し，分析的問題合作成

。 全園学力関をから 3か月経過したのち，抽出校の同一生徒に対し分析的問題i'実施

。 結果の集計は，第2学年・稿5学年ともに 100 名について行な司た

(3) 分析の対象とした調査問題の選定基準

。 正答率の低い問題

D 応答分布~，分散し， 解釈が，むずかしい問題

- 53-



。問題を解決するために，統計地図，折れ線グラ λ 略年表会読んだり，解釈したりする能力会必

要とする問題

(4) 分析の観点

D その問題の解決に必要ど思われる基本的な知識や理解の深さ会みえ

o その問題の解決にいたる思考過程合みる。

0 統計地図，折れ線グラフ，略年表など会読んだり，解釈したりする能力会みる。

(5) 分析的問題の作成要領

上記の分析の観点にそって分析的問題全作成した。しかいその問題全解決するにあたうて前問題

などがヒントや参考になる場合，分析的問題の応答に対する信頼性を考えて，問題心配列会調査1. 1I 

と分離し，それぞれ実施時聞を分けて謂査した。

3 その他

ここでいう調査問題とは， 昭和 3 9年度全国中学校学力調査問題全錯しており，分析民問題と

は，調査問題全当研究所が上記の観点、に即して分析的ι作成した問題のこ とをいう。

血 研究の.結果とその考察

中学校第2学年 地理的分野の問題について

1 世界の鉄鉱石産地

(1) 調査問題における小間のねらい

@ 世界のおもな鉄鉱石産地についての知識

(2) 調査問題
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回 1 次のア， ィ， ゥ，エの地図の中から， ー世界のおもな鉄鉱石産地の分布を示しているのを一つ選んて〉解答用紙のその

記号をOで囲みなきい。

ァ ー イ

(rオyタヌ 7才一ド経済地図鰻j

(3) 応答状況

均
一
%

平
一

ι

国
一
3

金
一
5

選択肢

応答家(%)

{抽出平均とは，研究の対象主した生

徒の平均をい-う。〉
(0は正答肢)

Iこの問題は，おもな鉱産物の分布を示す分布図から，世界の鉄鉱石の産地を示すものを選ぶ問題で

ある。ー抽出，県，金国平均の正答率はいずれも約50%で他の問題に比べて高い。

さらに，との問題に対する生徒の応答状況金調べてみても，正答肢でないそ叫砲の選択肢に応答し

ーている割合が少ないところから.他の分布図と鉄鉱右産地の分布図をある程度弁別すると.とができる

といえる。ただい ・選択肢のアに反応した生徒の26%は，かなり高い応答率であるといえよう。ア

の分布図は特徴のある分布図で，そのド y トはメキVヲ湾に沿ったアメリカ合衆園出テキナス州の周

辺，ペルνア湾に臨んだ中近東の諸国，並びにベコネズエラを中心とした力リプ海沿録地方に，もその主

‘たる分布を示している。これはいうまでもなく原油め産地合表わしているのドであ守で，とと'1己反応し I

プヒ生徒は，鉄鉱石の分布と原油の分布i'混同して応答したのではないかと恩われる。

(4)分析の観点
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世界の鉄鉱石産地を示す分布図を選ぶことができるためには，数多くの既有知識を用いて問題解決

にあたるであろう。 ととでは，その全領域にわたって知識や思考過程を分析するととはもちろん不可

能であるので，問題の解決に最も基本的な知識と思われる事象だけをとりあけ'て分析することにした。

この問題を解くにあたって，最も基本的な知識 としては，鉄鉱石のi!1i.出高の多い国はどこか，鉄鉱

原油，銅鉱，すず鉱のおもな産出国はどこか，鉄鉱石の産出高の多い固におげる産地の分布を理解し

ているかという点に問題をしぼるととができると考え，次の三点を分析の観点とした。

②鉄鉱石の産出高の多い固についての知識付る。<分析的問題 調査l 回①〉

③アメリカ合衆国，ソビエト連邦における鉄鉱石産地の分布のいての理解金みる。<分析的問

題 調査E巴①②〉

②鉄鉱・銅鉱・すず鉱・原油などのおもな産出固についての知識幼る。<分析的思弧調査1

白 ②〉

(5)分析的問題

調査 1 

囚 世慨界の似おも枕な鉄縦鉱石槌度削地俳にMつ叫L川 次Mの照郁酌bい、時え枕なき恥bい、

①次削のア円a帥クまでの圏h切の中肘で， 世界のおもな鉄鉱石の産地である国をこっ肌その記号を仁二コの中時きな

い。

ア ，アメ 1);カ合集国

オボリピ7

イ日本

カ インドネシ7

ウ ソピエト連邦 .工 チ

キ サウジアラビア ク マラヤ

C 
② 次のA，弘C， Dの各帆それぞれ下のに二コで囲んだ鉱産物抄く産する田川あつめたものです・

ムB，C， D，の各Clt九それぞれどの鉱産物を多{産する国H¥ ( )の中に鉱産物の記号を書きなさい.

Af$ 7メリ 'h合集凪ソピエト連総ペネズエラ，タエート，サウジ7ラピT

B群 マラヤ，中昆ボリビ7，インドネシ7，γピエト連邦

G群 アメリカ合栄圏，北ローデシア(突の保護領)，チ 1)，ソピエト述払カナダ

D群 yピエト適兆 7メリカ合111:国，中liiI. フランス.スウェーデン

鉄鉱 イ すず鉱 ウ 銅鉱 コこ

@ 調査問題@と同一なので省〈

調査 E 

巴①次 の 穴 イ ， 吹 ミの地図は7;リカ 合衆国附ける ある鉱産物の怖を示はものです。との中内側碕地の分

制山、るものを叫叫号を仁コの中内きなれ、
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ア

ウ

ア

ウ

イ

立二

② 次の'7，イ，ウ， の地図十九 ソビエ ト連邦における ある鉱産物の分布を示したものです。 ζの中から鉄鉱石産地の分布を示

して同ものを一つ選ぴ，その記号を 仁コ の中内きなさい.

イ
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(6) 結果と考察

a 分析的問題の正答率

議査 l 田 調査江 田

間 題 ト
@ 

群 B群 ct洋 D群

応答率(%) 57 44 47 

(3) !CDι 
分析的問題の正答率は左

表のとおりである。調査

1の@は調査問題と同一

問題で，調査問題の応答

率 (52%)と比i飲して
・

みれば，前者の正答率はやや高くなっているが有，蛍差検定における差はない。

@のA併の正答率は高いos..群は原油の産出図を表わしているのであるが，とこに 77%の応答

で香したことは，とくにベネズエラ，クエー卜，サクジアラピアなどの特色ある固と油田について

の知識が結びついたのであろうと考えられる。

また，調査Eのi ②のソビエト連邦における鉄鉱石産地の分布についての理解も 78%で，かな

り高い。とれはひとつには，回のアメリカ合衆国における分布が 4者択 1で問われたのに対し. 3 

者全 1の形式であったととにもよるが，後述するようにソピエト連邦の工業政策についての既有知

識を想起するととによって応答したことも考えられる。

位界の鉄鉱石産地についての知識の様態会いろいろの角度から考察した場合，生徒は平均5割強

の正答E窓会示しているのであるから，これについての知識は比較的習得されているものと思われる。

b 問題ごとの考堅実

②鉄鉱石の産出高の多い固についての知識 く調査1 旧①の問題〉

世界のおもな鉄鉱石の産地である国を.8者択2の形式で調査してみた。調査の結果，生徒の応

答状況は次の表のとおりである。

(%， 0は正答)

ア (アメリカ合衆国)に正答した者87%，ウ(;;ピエ ト連邦〉には 68%の正答率・会示し

.ているので，鉄鉱石の産出高の多い固についての知識は習得しているものと考えられる。

とこで，問題の応答状況が調査問題のそれとどのような随係にあるかを分析するために，相

関表会作って考察してみたい。しかし，相闘をみる場合， 会匡偉力調査の結果(とこでいう

調査問題〉会使用しては，分析的問M!Jの実施との聞に 5カ局経過しているので数値に信頼性が

乏しく なると考えられるので，調査同胞と|司ーの同町を分析的問胞の中に入れ，向時に再調査

し，その12;答結果舎もちいて，分析的問問との相関全みたいと思う。
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調査

分 析

:三〉 の イ ⑤ 
間
題 ア 1 1 。 6 
，画、

③ 51 。46 

回 ウ

@ コニ 2 4 1 ~ 
計 8 '1 2 6 8 

的 問 間

コこ オ

5 

4 5 

3 

1 0 

1 7 6 

カ キ

。 3 

4 2 

G G 

5 6 

ク

Z 

6 

。
1 

9 

問問題の相関から

いえるととは，調

査問甑 ・分析的問

題ともに正答:した

者がア(アメリ カ

令衆国)では 51 

%. ウ(ソピエト

連邦〉では 46%

合示し，とれは調査問題全正答した者の約 P制はアセ，約8剖はウ会選択しているので，この

調査の結果に関する限り，調査問題全解決するにあたっての基礎的な知散として. rアメリカ

合衆国ならびにソビエト述邦は，世界の鉄鉱石のおもなl進士虫歯である。」という事実について

は，ほぽ確実に把握されているものと思われる。しかし，残りのア(約 1劃tl)，ウ(約2割)

の生徒は鉄鉱石のおもな接出国についての知機はなくても，その他の知税や理解の想起，たと

えば，鉄鉱石産地の分布についての理解，メサピ，アンνャン鉄山などの地理的位置について

の辺解，またはヨーロ yパ先進諸国と製鉄撲の関迎などによって応答したものと忠われる。

(調査対象者外の生徒であるが， 1クラスの生徒にj謹んだ溜!白唱とのちに細管したと とろ，上記

のような理由で応答した者が多数いたととによっても考えられる。)

また，分析的問題では正答していながら(ア=87%，ウ=6 8%) .調査問閣を誤答した

生徒 (ア~ 3 7%. ウー 22%)は鉄鉱石のおもな産出国については知っていながら，産地の

分布会狸解していないといえる。

このような誤答会した生徒の中には， rアメリカ合衆国やソ ピエト迎邦は殺かな資源国である

から，との両国に応答してもまらがいにならないであろう。Jと考えるような，いかにも不的確

な知識によって応答した者もいるであろう。いずれにせよ，このような生徒は，両国の鉄鉱石

緩地の分布についての理解が不足しているのである。

のアメリカ合衆国. :Jピエト連邦における鉄鉱石酬の分布についての時く調査E白鈎>

調査問題全解決する場合に多くの生徒は，分布図の中のアメリカ合衆国やソビエト述邦に視点、会

おいて思考するものと思われる。そとで第2の分析として同二大産出国における鉄鉱石産地の分

布について，その辺解i.ID立金調べてみよう。

調

査

問
阻.

く アメリカ合衆国の場合〉 く Yピエト連邦の場合>

分 析 的 |同 題

I~ ア イ ウ @ 計
開

分析的 問 題

¥ ② 可E
ア ウ 計

戸 l。1 0 8 1 0 30 58 i悶 。 5 50 3 58 
---.. 一汁1P1012

1 1 4 2 

41 100 

題
× 1 1 28 5 42 I 

針 l16 78 6 
」

上記の表のとおり，アメリカ合衆国における鉄鉱石産地の分布についての正答率は 41 %で必

す.しも高いものとはいえない。 yピエト述邦で協同記H形式が3~1尺 1 であることにもよるが，
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78%の高い正答率会示しでいる。とれについて調査問題の結果との相関でみれば，分析的問題

と調査問題のどちらも正答した者は，アメリカ合衆国の場合では 30%. ソビエト連邦では 50 

%の応答企示している。

次に，調査問題の正答者 (58%)だけについてみると.アメリカ合衆国の場合，調査rJ彊の

正答者の約半数は鉄鉱石産地の分布告f理解し，残りの誤答した半数はそれぞれほぽ%ずつ， ァ .

(石炭)，イ (原油)，ウ(銅鉱)に応答ーしている。その点， ソビエト連邦では調査問題の正答

者の大*-が理解しており， ア(原油). ウ(すず鉱)にI，e_:答した者はどくわずかである。

この結果から察するととは，調査問題全解決するのに必要な知機として， r鉄鉱石の分布」よ

りも「産出国Jの匁臓によって解答したものと考えられ，地図上における実際の分布についての

理解が乏しい。したがって，鉄鉱石の分布についての指導にあたっては，たとえばアメリカ合衆

国の場合には，おもに産出する地域(鉄鉱石は五大湖地方，石炭はアパラチヤ山脈，銅鉱はメキ

νコとの国境に近いロッキ→h脈)会しっかりおさえ，輸送粂件としての自然環境や工業地帯な

どと関連させて指導することが望ましい。また， 統計地図や分布などを利用して白地!図に書き込

ませる作業は，生徒に地理的空間位置舎とらえさせるうえからみてもぜひ必要な学習活動であろ

う。 y ピエト連邦の鉄鉱石産地をよく理解していた生徒の中には， rソビエト連邦は，国家の強

い締官IJによって， 計画的な産業の推進にあたっている。ククライナ地方やクラノレ山脈の近くには，

いろいろな資源の産地合結びつけてコンビアート舎建設して，めざましい生産会あげ.ている。」

という事象会惣起し，クラノレ山脈の周辺に鉄鉱石産地の分布が多いところから，分布図のイを応

答した生徒が多かったとも考えられる。

②鉄鉱・銅鉱・すず鉱・酬の産出国についての知識く調査1 囚 @の問題〉

調査問題⑬の第 3の分析として，鉱産物全示す 4枚の分布図はそれぞれどの鉱産物全示してい

るのであるかその弁別力会みる必要がある。したがって，分布留に指示されている原油・鉄鉱・

すず鉱・銅鉱についてそのおもな産出国会知っているかどうか肋るために 調査1 囚 の②

の問題全作成した。

調査の結果金調査問題との相闘でみると次の表になる。

分析的問題 (正答者のみ〉

¥ (A原油群) fすBず群鉱)
C 群

(D鉄鉱群) (銅鉛
謁

二盗 ア 8 7 4 5 
B 

Ic~ @ 4 0 3 4 3 1 3 0 

題
ウ 。

2 2 1 6 8 1 1 コこ

計 7 7 .5 7 44. 

ア

熱

ク

h
m

表

中

次

'

群

低

で

「

遠

サ

選

は

の

。

喝

C

に

こ

'

ち

ト

'

い

従

群

る

7

'

順

拘

ム

わ

エ

ト

し

生

4

あ

5

%

ヴ

題

あ

な

ピ

一

正

た

'

で

の

7

b

笥

で

す

y

エ

'

し

で

率

)

4

と

糊

劃

ク

を

と

%

答

鉱

の

%

肝

5

同

国

'

」

)

7

正

・ず

〉

4

か

約

一

不

衆

-

フ

ア

油

7

い

す

鉱

4

題

れ
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また. A~D群の全群の正答率は35%であるととろから，これらの鉱産物の産出国について

の知識全確実にもっている生徒は 3~4割と考察するととができる。

以上，世界のおもな鉄鉱石産地についての知識を前記のように三視点から分析してきたが，結

論的にいえるととは，

第 1 調査問題の直答率は589もで比較的良い成績であるげれども，確実な知識にささえられ

て応答したと思われる生徒は 35%で，けっしてすぐれているとはいえない。

第 2. 鉄鉱石の産出高の多い国としてアメリカ合衆国，ソビエト連邦を指摘できた生徒はそれ

ぞれ87%.68%であって高率を示す。とくにアメリカ合衆国は豊富な資源国であること

金大多数の生徒は知っている。

第 3. 上記両国における鉄鉱石産地の分布についての理解は，アメリカ合衆国の正答率が41 

%でソビエ ト迷邦は 78%である。

完全 正答率は前者が5割，後者が5割であるところから， 鉄鉱石産地の分布についての理

解は，とくにアメリカ合衆国においてふじゅうぶんであるといえる。

第 4. 鉄鉱・鰐鉱 ・すず鉱・原油の(E出国についての知識は原油の正答率が 77%(完全正

答率40%)で，とれについての知識は比較的正確に把握されているけれども，他の鉱産物

の正答率や. 4者全部会正答とすることのできた者 (35%)と対比してみると，決して良

い結果 とはいえない。

第 5. とれらの結果から，生徒は個々の知識について習得していても，個ゥの知識をf関連づけ

て系統的に社会事象会認識する ととがふじ申うぶんであるといえる。

2 世界り鉄鋼生産高の移り変わり

(1) 調査問題における小聞のねらい 。

@製鉄業のさかんな固における鉄鋼生産高の移り変わり，とくに日本の急速な発達についての理解

会みる。

折れ線グラフ会読んだり，解釈Lたりする能力企みる。

(2)調査問題

目次の四つのグラ7同 日本.rメり力会殺菌，西ドイツ，ソピエト速郊の鉄鋼の生産高の移り変わりを，それぞれ1955年の

生産高を100としτ示したものです。究イ，吹 ζ の中川日本を示すものをーつ選ん℃解答用紙のその追号をOで属み

なきい。

街
300 ア

指数
300 イ

l:::兵舎::IJ型ι
指数 指数

ウ

200 200 

1叶ベ全叶

コこ

， 
p 

01・ 8 ・ ・ o1.  .‘ o 1a ・・・ 0
1952 1955 1953 19叫 195Z 1955 1953 19岬 1952 1955 1953 1日時 195219551958192

総理府統計局 第12回「国際統計要覧jによる.) 
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(3) 応答状況十

選 択肢

応答率(% ) 

(0は正答肢〉

世界のおもな鉄鋼生産国における鉄鋼の生産高が 1952年から 61年にかけて，どのような移り

変わり会示しているかι指数で表わされている折れ線グラフから日本を示すもの会選択する問題で

ある。との問題をとりあげた理由としては.表のとおり正答が20%で低率でることと，応答反応が

どの選択肢にも平均して分散しているという 2点からとりあげた。

ア(アメリカ合衆国を表わす)のグラフは. 1テ55年の生産高若が他の三つのグラフに比較して最も

多いのであるが，年次会迫うにしたがって生産高が減少している。とのグラフを日本として応答した

者が 23 qらもいる。向じくイ (:Jピエト連邦)のコシスタシトに上昇しているグラフに 21%.ゥ

(西ドトツ)のグラフに 35%もの応答率を示しているのである。とれに比し，日本を示す特徴のあ

るグラフヱに応答したものはわずか 20%で，他のグラフの応答に比べて最低率を示す。全国平均

(21.8%)や新潟県平均(1呪5%) .a'みても，同様にイ民率である。

この応答率から，近年わが国の鉄鋼業は，科学技術の進歩や工場の設備投資などによって，その生

産高が飛躍的に上昇しており，世界の驚異になっているという工業の現状告のじゅうぶん理解しτ

いるとはいえない。

(4) 分析の観点

① 折れ線グラフを読んだり，解釈したりする能力と鉄鋼生産に関する知識との相関告とみる。

{a} 指数で示されている生産高から実際の生産高金算出する力をみる。

(b) 指示された折れ線グラフから鉄鋼生産高の各国順位を正し〈 読みとる能力をみる。

② 調査問題と|向-r，，~題全用意して，応答分布がどのように変化するか会みる。

@ 日本の製鉄業が急速に発達していることを具体的な事象との関連で現解しているか会みる。

(5) 分析的問題

調査 1 

鉄鋼生産高の移り変わりについて次の飼いに答えなさい。

①次の四つのグラ 711.鉄鋼の生産高の移り変わりを 1955年の生産高を100として示したものです。
とのグラ 7について次の間いに答えなさい。

指数 や数 指数 指数
a"oo r ァ 300i イ 3ooT ウ 3001 エ

200t 1955年の生産高 zoot 1955年の生産高 200 
10611万トン 1 g 271iトν L _ 

100| i 100| ¥Lど 。L.....〆-:/.....1 nJ・ 4 ・・

./べ戸汽じ よ二 •• 1 U U '1' コ〆… l 二;よ:/ベ〈ぐぐ々 .い….一一.....一一Jよ¥一一三!コ三.一…………て乙.....一十一"一.一一一¥一一….一….一.. 10叫叶b

o LL..→ ~" I 0 tI I L_ otfI9jiA待問 。L~と笠?iL
1952 1955 19S5 1961年 1952年195519581961年 1952 1955 1958 1961年 1952 1955 1958 196，1. 

200 

(総理府統計局 第12回「困際統計要覧」によ品。) ， 
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(a)ウの川 1961年 同州トン錨したζと叫りますれ棚〈ゴの叫きなさい

b ソ
'ト

官
Hi
 (b) 1;> 6 1 年における生産高の多い順に，それぞれのグラ 7 の記号を~きなさい。

|順位 f 11213 1 41

|グ ラ7の記号 f 1 !. I I 

調査 江

@次の文官設仇下の闘いに答えなきい。

わが国のおもな製鉄所は，原斜の輸入に便利な海岸につ〈られている的最近では遠浅の海岸を埋め立てて広大な工業用地をつ〈ると

ともに，大型船の出入できる港を建設し.， ..f:tl1:銑鉄から鍛鉄までー官してつくる能率のよい工場が建てられている。

上Mの文拭に吋述ドベ吋巾るMよう刊な工瑚場の吋ある州都市弘 次の町アス，か同 れmの糾中か帥ら選飢んで吋その崎記号悦を仁二コの帥中に時書き枕なき仲bい、

ちぱ 〈しろ 品〈φ是劫. と〈平宜 あltた

ス 千笈 イ， 釧路 '丸 福間 ヱ， 徳山 オ， 秋悶

、，(6)結果と考察

a 分析附羽自の正答率 (表3)

① 
@ 問題 .ー. ② 

(a) {匂}
四四 回岬骨明・ーー - ーー甲-....----ー両晶画国圃a・ーーー田ーー， ーーー『ーーー園田 町骨骨岨 ..._----ーー 四ーーーー司・・ー曲

正 答 3200~34 1~~ ア，イ.'Aヱ コこ イ

正答率 23% 34% 2 7% 4 5 qも

① aの正答範囲4どととでは，

ウの 19 6 1年度における生産

高の指数合 15 O~ 1 6 0とし

て， 3200~3414万トン

の範囲金正答とした。との払閣

は数学的な問，題とも考えることができるが，けっしてそうではなく ， ある事象~定量的に把握して紙

観的に挑めたり，その内容や傾向などを考察することは社会科のねらいからい弓ても当然必要なとと

である。

b 問題=との考察

①折れ線グラフ~読んだり， m献 したりする能力と鉄鋼生産に関する知織との関連合みる。

「日本;は世界で最も鉄鋼住産高の割合が噌山口している。」という知識を関係させずに，も っぱら

折れ線グラフの読みかたと，鉄鋼生産に関する他の知織との関適こついて分析してみる。

(a)ウの最終年度における指数で示された生産高から実際の生産高会算出する能力会みる問題で

ある。

との問問に対する応答分布は次表のとおりである。
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(一ぷのYUiは，指数合 14 0と考え実際の生産局司令3000万ト γ とした者が 7%であると見

る。〉

0印は正答車iWff，。印は最も正しい値〉

応答分布 ¥ 140 1 1 451 1~O 
正答率 ω I 7 I 2 I 
折れ線グラフを読む問題と しては，主礎的で容易な問題であるにもかかわらず，正答率は

2 3~も とかなり低い。とくに，鉄鋼生磁の指数合 1 6 0とする最も正しい数値合選び，実際の

生陵高を 340 0万トン，または 34 1 0万 トシと算出した者は，わずかの 6%にすぎない。

全然できなかった者51 0もや無答とした者8%などをr考えあわせれば，との種の統計グラフに

ついての読解力はきわめて低いといえる。

ことで，調査問題と同ーの問題である②との相闘でみれば，次のようになる。すなわち，こ

の問題0)23%の正答者のうちわずかの3割カ・⑫の正答校生選んだに過ぎす， {-也の約7制はそ

れぞれ正しくない肢会選んでいるのである。このととから遊説的にいえることであるが，グラ

フ会読む能力だけでは調倉問題の急激な勾配から， r円本の鉄鋼生産の飛躍的発展 J 合理

解することはできない。そこで，グラフの読解と位界の鉄鋼生産に闘する他の知識，たとえば

「日本の鉄鋼生産高、は世界の第4位」というような知識会加味することによって，調査問題を

解答するととができるのではないかと考えて，次のゅの問題全行なった。

(b) 指示された折れ線グラフから鉄鋼生産高の各国順位金正しく読みとる能力会みる。

この附題の正答率は 34%である。②との相闘でみれば次の表になる。

析分 分析的問題 ① (均
的

~ 
。 ヱウイア

f羽 アイウヱ ヱイウア
その他 無答

h!ii 
~、

調 ア 5% 24 ι 。
査
闘 イ 5 1 。
題
と ウ 12 1 1 1 0 。
同

@ 一 16 2 8 1 
、.J

② 骨十 34 40 25 

(表6)

前 間 題

①， ~- 。 × 計

。 2 7 7 3 4 
(吋

× 4 5 2 1 6 6 

計 7 2 2 8 100 

(数字は人.Xは無答 1%会含む)
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f管官宅 E 、
‘'司 T ‘'

晋十

35 

5 

33 

27 

(1) 1 9 6 1年における鉄鋼生

産高金多い4頃にア，イ，ウ，

ヱととらえるととのできた生

徒は 34%である。

うち，ヱが日本であると答え

られた生徒は 16 ~らである 。

(2) ところで，今分析している

問題の前聞は下記のような，

100 「帯グラフから鉄鋼をとらえ

させる問題1であった。したがっ-a:D(bJ

の問題全正答することのできた生徒の中

には，前間(帯グラフの問題)会ヒント

にして，応答した者もいるのであろう と

考えられるので，両問題の応答状況につ

いて，その相関金調べてみた。



下の四つの帯グラ7は昭和36年(1961年)における鉄鋼(粗鋼)，船虫色民合成繊維(ナイロ'/， ピニロンなど)の罰則生

産高の割合を示したものです。スイ，令ヱ時打7はそれぞれどの娃物を示したものか，仁二二コの帆生産物の記

号を曾きなさい。

そ の 他|

a 鉄鋼(組鍍)

ィ! 了五"~ 暑の 1111I b 船舶

C 紙

干の liIt
d 合成繊維(ナイロ'/， ピ

エ Eii......附...回 l リ 草 'L n、... ニロンなど)

5p 1qD 

(総理府統計局 第12回「国際統計要覧Jによる。)

① bの「鉄鋼生産高の各国順位を正しく読みとる能力J-2:-みる問題全正答できた~ 4名の中の 27 

名は前問題の「帯グラフから鉄鋼会選ぶ」問題もできていることから① b問題の正答者約8割は前

問題も正答できたととになる。とのととから，仮に生徒が， i日本は近年，製鉄業が非常に長距んに

なって，その生徒高の増加の割合が世界ーになるほど急激に増加している。」という知識がなくて

も，グラフの読む力と前同題からのLシトや怠考によって，との①bの問題全正答するととができた

生徒もいると考えられる。

(31 結局，日本は 19 5 5年ごろから鉄鋼生産高が噌加し，それはグラフの勾配によっても理僻でき，

また， 1 9 6 1年では位界の第 4位になったというように完全に理解しているものは.表 5のとおり

16%であった。

全国学力問題の正答率20%の具体的な分析結巣は以上のようになる。

(4; ζ こで指導上留意しなければならないことは，①bの生産高}I民会ア，イ，ウ，ヱとしないで， ヱ，

ウ，イ，アとしたり，ェ，イ，ゥ，アと誤答する生徒が 40%とかなりの高率合示したことである。

例会アのアメリカ合衆国にとっていえば， 10617万トンと指示されている生産高をおろそかにし

て，ただ単に生産指数の高低金実際の生産高の高低と考えて，ヱ，ウ，イ，ア(ェ，イ，ゥ，ア)と

し，日本は他の 5か国と比較すれば多分 4番目くらいであろう"だから，日本はアであると考えて応

答したと思われる生徒が，表5のとおり 24%もいる。

このようなまちがいや，① aの誤答無答合わせて77 %の高窓会みてもいえることであるカ元社会

科の学習指噂では，統計地図，帯グラフ，折れ線グラフ，棒グラフを読んだり，解釈したりする能力

会高めるよういっそうのくふうが必要であろう。

② 調査問越と同一問題化問恕して，応答分布がどのように変化するか会みる。

との問題民全国学力調査問題と同ーの問題である。分析的問題の実施は，全国学力調査会行な勺
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てから 3カ月経渇しているので，同一問題でも，次の表のとおりかなり還ってきている。(調査対 ー

象者は同一) (表7)

ト¥ 分析的問題 ② 

調 人¥ ア イ ウ ② 無 言1・

査 ア 1 1 5 6 。 23 

間 イ 8 ? 5 。 21 

題 ウ 1 1 2 14 8 。 35 

@ 5 4 1 0 。 20 

@ 
費E 。 。 。。
計 35 5 33 27 。 100 

同一問題にしてはいかにも応答

分布が異なる。この結果から察

することは，生徒がこの問題全

解答するに際して， 問題全系統

的にしかも正確に吟味するとと

なしに，不的催な知識ぞ噺片的な

知識などによって解いたものと

怠われる。したがって，問題全

与える時期や問題場面が異なる

と応答もそれに伴って変化するととがみられるので，テス トにおりる客観的評価じあたっては，じ

#うぶんとのような点会配臣家する必要がある。

@ 日本;の製鉄業が急速に発達しているととと千葉市ーの工業都市化の関連理解

ここでは，臨海重工業都市として発展している千葉市ι 日本の工業の飛躍的な発達の一事例

として理解しているかどうか，いわば日本における製鉄工業の急激な発達という一般的な傾向1:-，

具体的な地域(都市)の工業化と結びつけられるかという点を考祭してみたい。@(調査問題と同

一問題)との相闘でとらえてみると表日のようになる。

~ 分析的 問題

分 ¥ 千②葉
イ ウ

析 品11路 福岡

的 ア 15 5 子

1田
2 

趨 イ

つ 1 7 

@ ⑤| 1 1 5 

1 
|計 12 I 27 I 

(表的

@ 

コニ オ

徳山 秋田

5 3 

2 

2 5 

7 

計

35 

5 

33 

27 

@の新興製鉄都市として千葉会選

ぶととのできた生徒は全体の45 

%で， うち②の問題(鉄鋼生産高

の割合の移り変わりを示すグラフ

から日本会選ぶ)をも正答したの

は 11 %である。換言すれば.@

の正答者のわずか2割強が②告と正

答できたに過ぎず，とれは両者の

関連合統一的に理解している生徒が少ないこと合物語っている。 日本の製鉄楽に関する学習，

たとえば工業地帯について学習する際に京浜工業地帯では，おもな都市は東京，横浜，川崎，千葉

で，おもな工業は東京.......印刷製本，食料品工業，横浜 ... . . . .機微， 化学工業，川崎 .....， 

製鉄会中心とする金属工業，そして千葉は新しく製鉄業が盛んになりつつみるというように.工業

都市ιついて項目的な形式的知識としてとらえてしまい，これらの都市の現状や発展や問題などの

中に，日本の工業の現状1:-示す意味をとらえさせる指導グミ不足しているといえよう。いうなれば，

静的な裂にはまった認識に終わって，その意味合とらえさせるような社会科学的な認識にまで高め

る学習指導になっていないのではないかと考える。したがってこのような問題の学習指導にあたっ

ては，つねに身近な郷土の変化合日本全体の祝野から，あるいは逆に日本の工業の一般的傾向性全

身近な郷土の特殊性と切り離さないで思考するような学習にもっていく よう，じゅうぶんな配慮が

必要と忠われる。
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以上，伎界の製鉄業，とくに日本の急速な発達についての理解程度合分析してきたが，結論的に

いえるととは，日本における工業の現状についての理解が不じゅうぶんであると考察することがで

きる。

すなわち，わが国は戦後，企業の近代化，工場への設備投資，貿易の振興等により，鉄鋼の生産

高が急速に上昇していて，今日その成長率は世界ーである， という工業の現状に対する生徒の理解

が乏しいといえるのではないか。しかがって，統計グラフの読みかた，解釈のしかたについての能

力があっても， r鉄鋼生産高の割合が世界で最も増加している国は日本である。」という社会事象

を知っていなければ， この問題全解決することは困難であるといえる。

したがって，とのような学習内容の指導にあたっては，

(1) 農村地域の学校であればあるほど，鉄鋼生産の移り変わりを示す生き止をきとした資料や，最新

の工業統計など会豊富に準備し，生徒の社会認機会高めるような配慮が必要である。

(2) 学校での学習ばかりでなく ，家庭でもつねに，新聞 ・テレビジョン ・ラジオ等のマス・メデ ィ

アから伝達される工業生産のニzースや角弼Uこついて，視聴する態度合習慣化するように指導す

るととも望ましいと考える。

日本tζ なける米と小麦の生産や消費

(1)調査問題における小間のねらい

@ 日本における米と小麦の生産や消費についての王塑解金みる。

(2) 調査問題

V 右のグラ71t， 日本の米と小麦の輸入量の移り変わりを示

したものです。①，@1.l折れ線のどちらが米また刷、麦を示

すかについて， 6人の生徒が判断した結果をまとめるん干

のようになりま した。 アからカまでの考え方のうら正しい

ものをーつ選んで，解答用紙のその記号をOで聞みなさい。
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判 断 6 人 の 生 徒 の 考 え 方

折れ線OXDア わが国では，米の消費震は小変の消費量よりはるかに多い。したがって，常に綿入量の上回っているほう
が米であるe

は米，@刷、
イ 最iII.小麦のS作4ー付ニ;す面積がいちじるしくふえて生産がのびた。したがって，徐入量の減少しているほうが| 変を表わして
小麦であるe

いる。 ウ 米は自本人の主食であり.閣内では自給自足できない。したがって，人口の増加とともに，輸入鼠の増加
しているほうが米である。

折れ線OXDヱ 第二次世界大戦仇米の作付面積がいちじるし〈噌加したた司王米はほぼ自給自足できるようになった。
したがって，絵入量の滋少している低うが米である。

は小麦，@は ------ーーー戸ーーーーーー・・ーーーーーー-.・ーーーーー--.園甲---ーーーーーーーーーーーーーーー圃曹園田ー骨骨曲目ー...-ー---_.._----ー『

米を表わして
オ 農業技術の進歩Kょっτ，米が毎年ょくできるようになり， しかも， 食生活などの変化もあったので.鎗

入置の減少が目だつほうが米である。
いる。 ー圃同四・時四・ 4司'ー四----ー同F 四ーーーーーーーーー---唱・ー同'骨骨ー.--ーー------ーー---ーーーー世間---国ー---ーーー_.・ーーー・田

カ 最iIf，小麦の生産がひじように減って，鎗入にたよる傾向が強くなった。したがって，輸入置の増加して
いるほうが小麦である。
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(3) 応答状況

選択肢

応答率(%)

¥この問題は， 日本の米と小衰の生産・消貨の$がらと輸入量の移り変わりとの関係会みる問題であ

る。調査の結果に関する応答状況を一見すれば明らかなように，どの選択肢にも平均した応答企示し

ており， しかも正~肢オに応答したものが 26%で正答率は低い。なお， 県平均，全国平均 (ともに，

23.4%) ~ごみても問機に低率である。

応答状況合さらに詳細に調べてみるならば，折れ線の①は米，@は小麦i'表わしていると判断した

者，つまり選択肢のア，ィ，ウに応答した者はちょうど 50%で， とれらの生徒は日本の米と小安の

生産と消費と，その輸人盆の闘係についての理解が不じゅうぶんであるか， もしくは全然理解されて

いないと考えられる。とくに，ウの 「米は日本人の主食であり.国勾では自給自足できない。 したが

って，人口の増加とともに，愉入量の増加しているほうが米である。」には 31 %もの応答率会示し，

φ選択肢中最も多い。これは，米は日本人の主食であり， とカ~人口の増加とともに，などの断片的

4こは正しい社会事象会記述している指示文によって，安易に応答したものと，思われる。つぎに，折れ

線の①は小麦'@は米合表わしている と正しく判断した者(ヱ，オ，カに応答)は 47%であるが，

うち約半数はエ，カに誤答している。

とれらの応答結果から，との問題の解決にいたる生徒の思考過程合考えてみるならば， r折れ線グ

ラフ」 →「設問中の判断」→「考え方(判断の理由)Jという順序で思考が進められたのではなくし

て， r折れ線グラフ」 → 「考え方(判断の迎由)J→「設問中の判断Jの思考過程をふんだ傾向が強

いと祭せられる。つまり.判断のわく会決定 し， しかるのちに5者択 1とした生徒よりも， 6人の生

徒の考え方のア~カまでの全部をとおし， 6者択 1の形式として問題全解決した生徒が多いのではな

かったかと思われる。判断のわく会決定するということは明らかに，決定するだけのなんらかの知識

や理解が以前に習得 されていな げればならない。 その点，文部省の中胡報告では， r .. .. 
6肢選択のようにみえるが，米の輸入が減少し小麦のそれが増加していること全知っている生徒にと

っては， 3肢選択の問題であり・・・・・・・・・ゴと判断のわくを最初から認める態度で記述されている杭

この結果からみると 5肢選択と してよりも， 6肢選択として考えた生徒が多いように恩われる。

したがって，分析的問題の作成にあたっては米 ・小麦の判断の忠由あるいは根拠となる考え方，つ

まり.米と小麦の生雄・消費と輸入量の移り変わりについての理解程度・会中心にして分析し，あわせ

て折れ線グラフの続みかたなどについても調べてみることにした。

14)分析の観点

① 折れ線グラフから変化の特色合読みとる能力をみる。

② 米とJ上伎の生斑と，それらの輸入置の移り変わりの関係についての趨解金みる。

@ 米と小麦の消費と，それらの愉入量の移り変わりの関係についての迎解をみる。

@ 指示された折れ締グラフから米，小愛会判断する力会みる。

(5) 分析的問題
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凶 右初のグ打灼ラη7刈札 時削の吋米とむM仰j

たものですれo 己のグラ 7について，下の①から③までの郎、陀

答えなさい。

①次のアからカまでの文民右のグラ7におけるA，Bの折

れ線についてそれぞれその特色を述べたものです。この中か

らA，Bそれぞれについ丸正しく特色を述べたものを二つ

閃び，そ刊の記謂号仁コ一なきい

アモの諭入量が他の愉入量より毎年下回つているe

イ 昭和29年ごろに最も輸入量が減少し，そののち増加し

てきている。

ウ その輸入量が他の絵入量より毎年上回っている。

ヱ 輸入量が増加している。

オ昭和24年どろに最も輪入量が多く，そののち誠少してきている。

カ 昭和29年ごろから絵入量が減少している。

二三一

①次のアからヱまでの文民米または小変の生産と上のグラ曹における愉入量の移り変わりとの関係を述べたものです。との

川正川のを一つ肌初記号ζコの吋~tj;#t" o
ア 第二次大戦総米のfF付面積がいちじるしく地加したため生産がのび，米はほぼ自給自足できるようになった。したがっ

て米の輸入哉は減少している。

イ Iilf.小麦の作付面積がいちじるしく増加したため生産がのびた。したがって小麦の輸入震は滋少している。

ウ 陸業技術の進歩によって，米が毎年ょくできるようになった。したがって米I の輸入量は減少しているe

ヱ最近，小麦の生産がひじように減って，輸入にたよる傾向が強くなってきた。したがって小都}輸入量は地加している。

@次のアからzエ品までの文v怜ち米主たは小麦の消1費奇と上のグラ 7 における愉入底の移り変わりとの関係昔~述ベたものです。との

附正しu川b

ア 米は日;本本人の主食であり弘， 留内では自給自足できなbい、.したがつて人口のB噌自加主主もRにこl消首E賢Tがふえ米の鎗入量は』猶首加Lτ

いる。

イ 較~. 目;本人の食生活が変化し.小麦の消fUは増加してきたのに生産がそれにともなってのびないので，小麦の納入量

は精力目しているJ

つわが国では米の消?l肢は小麦の消!I医よりはるかに多いので.小麦以上に給入にたよらなければならない。したがって米

む倫入肢は常に上回っている.
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ヱ戦後は外国から愉入する小麦の価格が安いので小麦の消費量が米の消iUi'i'上回るようになっftG したがって小

麦の鱗入最は常に上回っている。

@ 山 ラ?におけ胎.B叩伽どちらが米または吋

AZ={ 3二!

(61 結果と考察

a 分析的問題の正答率

全国学力調査の調査対象者に分析的問題全実施した結果，その正答率は次の表の』とおりである。

間 題

正答率(%)

①のA，Bはそれぞれ2者とも

にできなければ正答としなかった。

なお 1つずつの正答率全集計して

みると. Aではウが 71 %.エが

72%であり，ちだはアが82%.カが 94%で8のク!ラフについての正答率はさ，わめて高い。ま

た. A. Bとも係正答した者(①の全答者)は52%であえ②，@は調査問題の「考え方J~.さ

らに米と小変の生産面と消費面4こわrげてその理解の実態准明らかにしたのでiあるが，両者ともに

4 5%前後の正答率であった。@.@ともにできた必は-:i .~qらであり，これは調牽問題の正答率
司宅'1

(26%)とまっ，たく同率で，米とふ麦の生産 ・消費ち輸;訳量との関係について理解している生鷺

は，全体のほぼ~i担俊と思われる。

b 問題ごとの考察

① 折れ線グタフから変化の特色タ読みとる能力仁令わでE

この問題の応答分功会調べ

てみると右表のようになる。

A. Bの両グタフともに折

れ線グラフの総会読みと| (別 ;1B I @ I 5! 8 I 5 I ~ .J 91 2 

る力は. I笥越b加ではあるけれどもじゅうぶ ん雌しがるものはわれ£主託?)Aのグラ

フのオに応答しな者が32%と予想外の誤答企示しているP これは， Aのグラフの変化合みると，

昭和 24年にピ←クになっており，その後 1時下降してい吾ところから，オに応答じたものと思わ

れる。このよう修生徒の中にはグラフの変化合全体の様子'から眺めようと しないで，一部分の枝

子からそれがあたかも全体の傾向であるかのように判断したりする生徒もいるのである。折れ線グ

ラブの読みかたや解釈のしかたの指導にあたってはグラフのもつ傾向性や内容の結論会注意深く生

徒自らが納得.@ilいくようにじゅうぶん時間をかけて指導するのが製ましい。
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①米と小麦の生産
} と輸入量の関係理解について

@米と小麦の消費

@， @の応答分布ほ次の衰のとおりである。

く@について > 

く@について〉

(0は正答肢)

一一-J寸日本における米と小麦の生産やf楠 こ っ

てナついての正答率は 4.50/0前後で，調査問題の
1% 11QO % I 

(0は正答峡)

一一正答率と比較してやや高くなっている。

②の米と小麦の生産では， rイ漬の作付面

積がいちじるしく相加した」とか， r小安

の生産がひじように減って」という明らか

な誤りがあるにも』かかわらず，イに23%

ヱに 22%の高い記;答率を示している。ま

た@の米とイ慣の生産につ.いても，選択肢のアの「米は日本人の主食で志勺」とか「人口の増加」

などの部分的には正しい事象によって応答したと思われるもの (22%)，ウの 「うたの消費量は小

麦の消費量よりはるかに多いJから米は輸入にたよらなければならないとする，消費の絶対量が多

いもωは輸入患の絶対量も多いであろうと考えたもの (18%)，あるい.はヱの「小麦の消費量が

が米の消費量全上回るJという明らかな誤り(1 5 %)というように， @h @ともに約 5割強の生

徒は正しく辺解していない。文部省の中間報告でもとれらの点を指摘するとともJこ指導にあたっ

てはf身に・つ付た知識や与えられた資料に基づいて，筋道を立てて思考会すすめるように指導する

ととがたいせつである。 Jと述べているがv まったく当然のことといえよう。

，つぎに， @， @のどちらも正答した者 (2.6%)は，①のグラフの特色合どのくらい濯解してい

るか会考察するために，両者の相闘をとってみた勾

~ 分析的問題②.@

析分
ミ斗 0 ， × 

的
。 20 32 

問
¥1 x 6 1 42 

題
① 計 26 ~ 
( .Q.iE答率， X誤答率，町

×に}ま1~もの無答i'含む!

計

52 

48 

100 

②，@の269もの正答者中，①のグラフの特色

について正答した者は 20%である。すなわち，

米と小麦の生起と消費に関する喜容がらと輸入援

の関係を理解している生徒 (26%)の約8割

弱はグラフの特色合読む能力があると考えられ!

る。

しかし，完全正答者が全体の 2魯jであるとと

.~ はいかにも少ない。選択肢の指示文会読んでど

れが正し〈どれが誤りで4511るかを弁別する力が不足しているから，表記のように 74%もの誤り会

示すのである。現在の自訴において，米や'J~麦の生産や消費と輸入量に関する学習にあたっては，

単に数鼠的な増減だけを|鵠題とせず，具体的な生活経験と結びつけて考察さ令る指導が必要であろ

う。たとえば学校給食に使われるパγ などから食生活の変化と消費量の関係会推察したり，米作日

本ーなどの新;聞記事から米の生産高が増加している現状をとらえさせるような指導が望まれるので

ある。

@指示された折れ線グラフから米，小麦1:判断する力会みる。

折れ落事タラブ会見ただけでA-!j法，.Bー米と判断できる生徒は，米の愉入が減少しノj法ーのそれ
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~ 
析分

的
問
題

が増していること全知っている生徒であるが，前述したように判断するからには@や@の事がら

のような知識会過去において，ある程度習得しているはずである。また，大多数の生徒は判断の

根拠となる@や@の建白金とおして，米であるか小麦であるか合判断すると思われるので，との

分析ではつねに@，@との関連で調べてみたい。

分析的問 題@ 区
ト"jアイ⑤エ 無 計

析分

o I 6 i 3 i 33 I 1 2 I 1 I 55 的

× 3 1デ 10 1 0 。42 
問
題。 5 

分 析 的

"，，!ァ ③ 

o 1 1 40' 

× 20 4 

。

問

ウ

2 

15 

題@

ヱ |無l計

111 1I 55 

計う 1 
無

@ 11:1-I 9 I 2 3 i ~ 5! 22 
④ 

計 |221 00 44 18 1止主;
(数字は%)

(7) A'a:'小麦 .Bを米と判断できた者は55%である。

うち， ②@の正答率は33%，@③の正答率は 40 

%である。また， 0@@の 5者共正答した者が23 

%で，とれらの生徒はAのグラフは小麦. Bのそれ

は米という判断念確かな理解に支えられて正答した

ものと思われる。

(イ) ②の問題でエの選択肢(農業技術の進捗によっ℃

ヨli:が毎年ょくできるようになった。したがって米の

~ 
分
析
的
間
題

@ 

(数字は%)

分析的問題 @@  

人，10 ~無計
0 1231311 11551 

F 出X I 3 I 39 I 0 

無 I0 1 3 I 0 

計 i 26 I 73 I 1 

(数字は%)
輸入縫は減少している。)に正答した者は45%で，うち 33%(約7割強)は④の判断を正

答している。

(ク)@の問題でイの選択肢 (戦後，日本人の食生活が変化し，小変の消費t設は増加してきたのに

生産がそれにともなってのびないので，小変の輸入銀は増加している。)に正答した者は 44 

%で，うち 40%(約?割〉は@i'正しく判断している。

(エ) @， @の両方ともに正答した者は26%である治元 うち④の判断金正し く応答した者は23 

% (約?割弱)で，@， @と@の樹闘はきわめて高い。

(オ) (イ)， (ク).(.エ)の結果から，米と小麦の生産と消授に関する理解がじゅうぶん把復されている

場合には， 指示された折れ線グラフ会見で.Aが4法 でBが米である と判断することが比較的

円滑に行なわれていると思われる。しかし， @や③の盤解がふじゅ うぶんであったり， 不的確

な知徽，断片的な釘j~認で解かれた場合では，④の正答率も非常に悪い。また，②や@の問題全

誤答したにもかかわらず④のグラフの判断ができた生徒31%は，きわめてあいまいな知識も

しくは全〈 意味のないJlt答と考えられる。

ところで，間組合解決できない原因企さぐってみると，つぎの 2点にその原因企しぼることが

できると思う。 第 1点は，グラフの読みかたや米と小茨の生産や消費の臨がらについては，そ

れぞれ個々に政解はしていても，グラフの続みかたから「考え方」の内容 (理由)の理解をと

おして「判断Jのわく会決定するとい雪ー速の関係会組織だて系統的に思考するととができに

〈い，という場合ずある。もう 1つは，米と小変の生産と消費についての惑がらそ理解してい
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ながら，グラフ岨の判断にいた"?:て誤った生徒(@の場合 12 'lも.@の場合4%)のように.グ

ラフを判断する根拠(理由)1':'ついて理解していれ~当然， Aが小麦， Bが米である

という判断ができるはずなの可ある。それなのに，グラフの判断金問うG舎を誤ったのはたぶん

かん違Wこもよるが，さらに思考の傾向をさぐってみると@や@の問題の勾議会適切に再生し，

現実化するととが困難ιなっ芯しまう，からなのである。したが勺て指導に際しては，生徒

の思考過程念じ伶うぶんに留意し"グラフの特色について時聞をかけて考えきせたり，既有知

識を的確に再生させて問題~1li1，解決に役だつように知識の組織化合図ることがたいせつである。

中学校第 3学年〈こ歴史的分野のA問題について>>

キリスト教の伝来

(1) 調査問題における小聞のねらい

⑤ わが国にはじめてキリスト教が伝来したことと芭接関係、のある事がらについての理解をみる。

(2)調査問題

W わが国にはじめてキリスト教が伝来したζとと直接関係のある事がらを，下のアからオまでの中からーつ選んで， 解答用m;のその ' 

記号をOで囲みなさい。

ア 大陰暦1廃止さ九欧米諸国で使用している太楊暦が認閉された。

イ 法律学，経1&学，歴史業哲学などが，ヨーロγパの学問の影響をうけて進歩した。

ウ 天文学，地理急医学などのヨーロツパの新しい知議吟はじめて伝わった。

ヱ漢訳洋書の輸入が許きれるようになり，西洋の学問を研究する者が多4なった。
ずぬまさき も&

オオランダ商館の医師として渡来したシーボルト{J!， 長崎 で多〈の門人lq青学を教えた。

(3) 応答状況

選択肢

応答率(% ) 

との問題は，ヨーロヅパ人が来験してキリスト教を伝ιそれにようて臼本がはじめ京号ー ロッパ

文化に触れた事憶を，とくに学聞の伝来について問う問題である。

正答の選択肢であるウに応答した生徒は全体0)24 %で低率である。県平均や全国平均!号おいても

向様に低いととろから，キリスト教の伝病こi直醐係する事象の理解としてはふ，いうぶんである。

それに反し，選択肢のオには 41 'lもの応答企示しかなり多くの生徒が反応している。これ悼オの指示
助長き，~ '"ん

文中に記述されている.rオランダ商館J. rνーボルトJ・「長崎」 ・ 「葡学J.などの歴史的な事象・
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人名・ 地名に惑わされ，般かな知識に支えられた理解によって応答したものでないとみることができ

る。

(4) 分析の観点

設聞に掲げてある「わが国にはじめてキリスト教が伝来したととと直接関係のある事がら」を解く

にあたって必要と息われる基本的な知識や態解金みるには，次のE認がらa-分析する必要があると恩ミ

第 1Iこは，キリス l教の伝来した時期はいつごろであるか，ということ。

これについては，調住flJ]題の大聞に略年表として記載されているので問題全解くにあたって容考になる

げれども.:fキリスト教の伝来」 したころ，わが国はどういう時代であったかについて，さらに具体

的同分祈念試みなければならない。

第 2点はキリス・ト教の伝来に関係のある人物についての知識をみる。

「レーホソレトjにひきつけられてオに応答したとも考えられるので，この点、会分析する。

第31こは， rキリスト教の伝来」に闘する時期や人物についての知識はあってもJI直接関係のある

事がら」についての理解がふじゅうぶんであれば，正しく応答できないととろから，ここでは，キリ

スト教が伝来したこととl直接関係のある事がらについて，いくつかの事象会とりあげて分析し理解の

深さ会考察してみたい。

調査問題では直接関係のある哀がらとして，おもに学問に闘する事がらだげに問題をしぼり，他の

事象(たとえば南蛮文化など)についてはふれていない。ととろが，学問との関係、については理解し

ていなかったけれども， r印制機械が伝わったJととや， r貧しい人々のために社会事業が行なわれ

た」ことについては理解している，という生徒もいるであろうから，学問だけでなく他の関係葛象に

ついてもふれておく必要がある。

最後に，各選択肢にあげられた事象はどの時代の主義がらであるか告と弁5jIJずる能力会分析することが

必要である。実はとの点金正他こ弁別できれば，との間観に対する理解程度はすぐれているものいえ

るであろう。

したがうて，以上の分析の観点昔どまとめれば次のようになる。

① キリス ト教がはじめで伝来した時期についての知識会みる。

@ キリスト教の伝来に関係のある人物についての知識会みる。

@ キリス ト教の伝来に関係のある事象についての理解合みる。

④選択肢にあげられた$象の持代的な把握についての理解金みる。

(5) 分析的問題

回 わが国にはじめて判スト教内来したことについて下の悶いに答えなさい。

①キリス ト教 がは似伝来し酬につ川げからオま叫から一つ制初記号仁コ の帆笹川h

ア 鎌倉に幕府があり，武士の文化が発達したとさb

イ 室町時代の初ゐ足利氏が京都民幕府をll!Iいたとろ。

ウ 犠園時代tr謡大名が天下を統一しようと争っていたこそb

ヱ 江戸時代に長崎の出島を過して.中~ ilランダとのみ貿易していたとる。

オ 明治時代Kなっτ欧米諸国と貿易が盛んになったζろ。
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② キリスト数の伝来に関係、ある人を下のアからヱまでの中から一つ選び，その記号を仁二ゴの中内きなさいs

アシーボルト イ 7ランシスコ=ザピエル ウウイザアム=71/ムス ヱ 7ピライ=ハy

@ キ … リM川吋ス川川ト崎教…………が刈叫……:冷 川M山ら悦附山を肝m下刊の

の中tr.~書5きなきい。

ア法律学，径済'為歴史筑哲学などがヨーロツバの学閣の影響をうけて進歩Lた。

イ ヨーロ7バで盛んに使われはじめた印周機緩がはいり， r平家物語Jf1ソップ物語jなどがIP倒された。
かAどう

ウ WJ合婚により鍛銭，絹織偽書濁などが絵入きl1，わが国の文化や経済に影響を与えた。

ヱ天文学，燈理急医学などのヨーロツパの新しい知掻ぬはじめて伝わった。

オ渡訳洋舎の鮪入が詳されるようになり，西洋の学問を研究する者が多くなった。

カ 太陰暦が廃止さ九欧米諸国で使用している太陽暦が鋒用きれた。
ゆ晴 らん

キ オランダ商館の医師として渡来した外人が長崎で多〈の門人に蘭学を教えた也
こじ

タ 貧しい人や図っている人を救うために孤児院病応義港院などが建τられ社会事業が行なわれた。

由次山らdまr仰らに関係あ矧:同土砂ア問問中川それぞれ一つ向氏叫号を亡コ |

の中に記入しなきいの

a 徳川吉宗の政策担こよりキリスト数ICIlII係のない実用的な洋学が盛んになったe

b 明治時代の初ゐ散米心文化がとり入れらtt， 生活のしかたが変化した。

C 明治時代政治や産業の近代itlt伴勺 学問が発達した。

仁二二コ

d 江戸待代の末どろ (19世紀)外国K対する関心がたかまり， 洋学を学ぶ者が増加したe

(8) 結果と考察

a 分析的問題の正当~

問題番号 分 析 の ね ら し、

¥0 キリスト教の伝来時期

② キリス h教の伝来に関係のある人
!回一

②印刷機械
{主) 関係事象 @ョーロァパの学問伝来

②救済事業

a 洋替輸入禁永の緩和
Z修象の

b 太陽暦の採用
血 時代杷鍵 c 法律学，経済学の発展

d レーボル トの来朝

-75-

そTj
4 5 

90 

1 7 

5 8 

4. 7 

2 3 

3 4 

5 1 

4 4 

庄t@は調査問題の設聞をわす・か

に変えた問題.である。すなわち，調

査問題では 「キリスト教が伝来した

とととi直弘明係のある事がら」とし

て，ヨーロブパの進んだ学問の触れ

合いだけに とどめている。

分析的rJ閣は調査品切震の 5選択肢に

5つの選択肢を加え， 1;者択・5の形

式をとった。



全国学力調査問窓と同ーの選択肢である「ヨーロッパの新しい学聞が，はじめて伝わ勺たJにつ

いては，調査問題の結果では 24%の正答率であったのに対し，分析的問題では 58%と2倍強の

高い正答率を示じた。とれほ前者が5者択?であるのに対し，後者が8者択3というような選決の

違いにも大きく影響されるであろうが，分析的問題のように，わが国にはじめてキリスト教が伝来

したことについての発聞が， rいつJで， rだれJによって， rどのような文化的影響会与えたカj

などのまうに，分析的にステ yプ.z.ふんで思考会させる聞いかたにしたので，正答率が上昇したと

も考えられる。

また・白③の正答絞の一つであおイゃ，回のI，bの指示文などは，わが国の文化史凶いては画

期的な事がらであるにもかかわらず，それぞれ， 17%.34%と期待以下の低率であった。

b 問題ごとの考察

① キリスト教がはじめて伝来した時期についての知識

各選択肢に対する応答率は下表のとおりであるβ

選択肢
「戦国時代に諸大名ー

が天下宮統一しよう

と争うでいたころ」

とする，正答の選択

肢。ウaこ応答したものは 45%である。これ金調査問題の正答率 24%と対比してみると，伝来の

時期ιついては理解しているように恩われる。時代的tこ倭近している江戸時代ι32%もの応答

企示しているととろから考えあわせてみても，おおよ毛その時代金把接しているものと考えられ

る。

ことも臼①の応答状況と調査問

題のそれとの相闘でみれば右表の

うになる。

調査問題のウに正答した生徒の約

6劉は，分析的問題の正答伎である

ウに応答している。これらの生徒比

問題全解決する過程において調査問

題の大聞に掲げてある略年表を参考

にしたとも考えられるが，キリス

教が伝来した時期についてはほぼ正

後に理解しているといえる。

しかし.調査問題で最も多く 応答

分

析

的

間

題

白
① 

¥ 
ア

イ

@ 

コニ

オ

無

計

"-. 

調

ア イ

。 2 

5 

2 a 

2 

。 。
。 。
4 15 

査 間 題

② コこ オ

2 1 2 

5 5 

14 5 1 6 

5 8 1 6 

。
。 。

24 1 6 4 1 

を示したオ(キリスト教伝来に関係 (数字は%)

計

7 

1 3 

45 

32 

2 

100 

するものとして，i/ーボルトの来朝と結びつけている生捷〉についてみれば，その約6審jはキリ

スト教伝来時期について，正答肢以外の選択肢を選んでいること，また，分析的問題のウ告と正答

しながら調査問題ができなかった生徒が金体の%もいることから，次のように縫察されよう。

すなわち. rキリスト教がはじめて伝来した時期につ川ての知識」をみる問題では， r戦国時
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代に諸大名が天下を統-，l..，ょうと合っていたとろJと正答した者が，全体の 45%を示してし守る

けれども，正しい知識にう，tづけられて応答したと患われる生徒が 14%で，非常に低率であとお

問題字解くにあたっては，与え戸れた略年表と習得された知識に基づいて，じゅうぶん欄をか

けてず思考させ.早急に結論を提示しないように指導するととがたいせつである。

② キリ・スト教の伝来に関係ーのある人ιついての知略

キ3スト教の伝来に関係のある人として，Vーホ・ル九フラγνスコ=ダピエJレ，ワイリアム

ーアダムス，それにフピライ喧ハY の人物全あげ'，'4者択 1の形式をとってその知識を調べてみ

た。結果は次の表のとおりjである。

ア
、.

イ ウ コ二

理択肢 -v-;t;Jレト
， 
フラソνスコ クイリアム フピライ E ノ、y 計
国グピエノレ 置7.ダムス

応答率 (%) 2 9 0 る 2 100 

スメイ γの宣激師フランνスコ E ザピエノレが鹿児島に上箆してキリスト教会布教した。これが

わが国にキリスト教が伝釆ーしたことのはじめである。という惑がらの，と〈に布教者についての知

徹はほとんどの生徒が習得しているものと思われる。

じたがって，この分析の結果いえるととは，調去問題における務部肢のオを選んだ41 %の生

徒は，指示文中の「レーボルトJによって応答したのではなくしもその他の知識によって応答

しれ予測するととができる。とれは，分析的問題でレーボルトの応答惑がわずかの2%で，ある

とよからもうなづttとt。とのへんから考えられるととであるが， 4 1 %と応答率の高かった-一つ

の時は，調査問問ゐ選択肢におげる指示文が卑としてヨーロ yパC新u、判との触れ合いにつ

川τ記述されているとむろから，問題の解決に際し投開の「はじめてキリスト教が伝来したJを

読み思考する過程で，設t問の意味合「はじめてヨ?ロッパの学聞が倒ーしたJというように，愈

味をおきかえてしまい誤答し?だρではないかと考えられる。
~ ~..' " ~ 

@ キりヌト教の伝来:1ζ闘係める'高司Z象についての知!解

との問題ば調宜問題と同一冶問題のほかに，さらに選択肢を三つふやし. 8選択肢の中から三

つ選ぶ問題にして調査した。このような方法官有った盟向は，関係邸象の理解程度を考察するの

みでなく，前述O.)@の考察でも記しているように， 股間文の「キリスト教の伝来Jを「西欧学聞

の伝来Jとするような質問の窓味合とりちがえるととろから〈る問答の実朗を明らかにしたかっ

たととも含まれているのである。そとで選択肢のゆに「印刷機械の侭来・」や， i救済E鉱業」など

会加えて，キリスト教の伝来と商機関係のあるlU象についての!JI!僻混成金より深く検討してみた。

分析的問題@に関する応答状況は次の衰のとおりである。

.:iについては，会聞学刀繍帝lのと取は 24%の.配給;権であゥたが，分析調後では 58%に上昇

し鳴もこれは 5者択1から死者択 3の正答しやすい選択方法や. 3カ月間に悶tI持組合会国学力

協を勺行な司ているけれども，間期の臨し方a'変える と，応答通院もだいぶ変わるととを示している。

とのととから，中学生の問題解決における思考・傾向1:1:，問問ー場面が具体的，分析的応なるととに

よ，~:征しvi叉応~示すようになるといえる。

イの「ヨーロ yパで盛んに使われはじめた印刷機械がはいり.r平家物問 rィソ'1，7.物関Jな
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どが印刷された。 Jについての正答率は 17%で非

常に悪い。

これは，指示文中の 「ヨー ロyパで盛んに使われ

はじめた印刷機織が』まいI)Jという事がらよりも，

rr平家物語Jr -1，:;"プ物語1などが印刷され九j

にひきつけられ，とれらがいかにも現代的で，キリ

スト教の伝来時期には符合しないのではないかと判

断して応答したものと忠われる。

クには47%の高い正答率を示している。

キリスト教の布教のかたわら，孤児院，病院，.養老

院など会長IIて社会場王業がおとなわれたととにつ幽いて

は，おおよそ沌解しているものと思われる。

ア

③ 

ウ

③ 

オ

カ

一
キ

② 

選択肢とその内容 応(答%率) 

法律学，経済学の進歩 2 0 

印刷機械の伝来 1 7 

勘合船による文化の影響 34 

ョーロ yパの学問伝来 58  

洋書輸入祭止の意義和 4 3 

太陽暦の採用 1る

外人の蘭学教侵 6 5 

救済事業の実施 4 7 

以上，@のiE答肢の応答結果から個々に分析してきたが，つぎに，キリスト教の伝.来に伴う影

絡について"そのま濯解程度合考察してみたい。(正答肢だけにi浪り，とくに。主会中心とじて考える。

O印は疋1f;;xは棋zgぅ

P 、
類 型 |エ ド イ :ク

A 11 : 0 : 0 
一一一・

B :0 :X  

C 
o ._ 

:X jo 
一 -一ー

D 
t 

:X : X 
一 ー一 一

E ，0 ;0 
一 ! 

F 
× ;0 i× 

一
G (r-×ー一ーーで;0 一 -
H ! X ¥ X 

実tζ理解している。

応答(%)

1 1 

2 

1 9 

2 

2 

1 5 

2 3 

A， B， C， Dはエの正答者で， 58%の正答率であ

る。 }

E， F， G， Hはヱの誤答者で42%の誤答率である。

A (1 1 %)ーーヶー完全正答者である。

BとC(2 1 %)一一一一--f学問の伝来Jと他の事象

については，やや理解している。

D (26 %)一一一一「学問の伝来」にだけ理解金示し

他の事象についての殻解は乏しい。

E (2%)日'ー一..i学問の伝来」については理解して

いなかったげれども，その他の関係事象については確

FとG(1 7%).--一一一 「学闘の伝来Jについては理解していなかったげれども，その他の関係

事象についてはいくらかの知識がある。

H (23 %) 一一一 キリスド教の伝来に伴う影響についての理解が，ふじゅうぶんでるる。

o Aa'上位とし， B，._.G 'a'中位， H~下位として，球解程度合段階的にみると，それぞれ 1 1 

%， 66%， 23%となる。とのととから，キリスト教の伝‘来に直接関係のある主義がらについ

ての生徒の理解程度はかなり低いといわざる会えない。

o iラーロ yパの新しい学聞の伝来J，こついては正答できなかったけれども，その他の関係星第象

についてi図解していた生徒 (E，F， G) Iま約 2~Jである。したがって調査問題には正答でき

なかったから，キリスト教の伝来については態解がふじ申うぶんだとはいちがいにいえない。

o また， E， F， Gの生徒は， i印刷機繊の伝来」ゃ「救済感染Jについてある程度理解して

いるのであるから，調査問題の選択肢(エ)を棋まったのは，設閣の「キリスト教の伝来」を

[西欧学聞の伝来」と読み違えて応答した生徒もいるのではないかと察せられる。

- 7 8 -



@ 選択肢にあげられた事象の時代的な把握についての題解(分析的問題凹 ) 

①ー@はおもに，キリス ト教伝来のE容がらについての理解程度合調べてきたが， ととでは各選択

肢に渇げられた内容が，どの時代の事象であるかについて，時代把援の弁別力会みるととにする。

各時代の応答率は次の表のとおりである。

r------_ ア イ ヴ ヱ オ カ キ ク 無

a (江戸中期〕 1 4 8 5 21 ③ 13 14 3 

b (明治初期) 6 8 25 .8 。@ 5 13 1 

トー一一
.0 (明治中紛 @ 8 5 13 1 5 2 7 。
d (江戸末賜 8 。2 .7 37 @ 1 。

(0は正答率，数字%)

各選択肢の事がらの時代把混合正しくできEたj贋にあげると，

1・i 一一一 。(法律学 ・経済学の発展〉

2 .-------.d (νーボノレトの来朝)

3 --一一.1.:1 (太陽暦の採用)

4 .-..-----・a (洋書輸入禁止の緩和〉

計

100 

1 00 

1 00 

1 00 

となり. a (調査問題の選択肢ヱ)が最も悪かった。応答分布の散らばりかたからみても，aに

ついての時代のとらえかたは他の時代にくらべて不確かであるように恩われる。

bfζづいてはやや弁別力があるけれども，ウ(勘合船による貿易)に応答した生徒が 23%弘

いる。

とれはbの指示文中に「欧米の文化がとり入れられ 一一一戸Jと記述されているところからφ

ウの「銅銭・絹織物・書面などの輸入Jと結びつけて，応答したものと思われる。生徒は問題 を

解くにあたうて系統的ι考えようとしないで，その場面の問われかたによって応答する傾向がみ

うけられる。

。は「法律学・経済学Jなど近代的な学聞の記述であるところから，比較的正確に時代をす官接

している。 国における 4設問中最も高い正答率を示した。

d についても正答率が44%で弁別刀はあるほうであるが，オ(若葉訳洋替の鰍入念許可)と潟

同してしま勺た生徒が 37%もいる。もっとも， とれらの同事象(キとオ)はどららも江戸時代

の事がらで，年代的応接近しているととろから判別しにくか司たのであろうか，それでもνーボ

ルトが長崎で蘭学を教えたのは江戸末期であり，.~英訳洋替の輸入金許したのは徳川吉宗で注戸中

期である，というように藤史的事象と時代の関迷理解はどうしても必要であり，指導にあたって

はこの点生じゅうぶん配慮して指導することが望ましいと恩われる。

以上，との分析的研究では，日本がはじめてヨーロッパの文化に接触した識がらについて，キ

リスト教の伝来会中心として，住従の学力会調べてきた。結論としていえることは.調査問題の

E答率にもう一度ふりかえるまでもなし日本と外国の関係についての連解は必ずじも深められ

ているとはいえない。

文部省の全国学力調査の結果でも，例年，日本史と殴界史との関連に!加する知識や滋鮮の習得が

悪いようである。キリスト教の伝来についての学習同日本がはじめてヨーロ yパ文化に直接接
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触した重要な歴史的意義をもつのであるから，日本史と世界史の対照年表や歴史地図など会活用

じて，事象の複雑石関係、の理解を深める指導がいブそう望まれる。

2 平安時代の対外関係

(11 調査問題における小間のねらい

@ 平安時代の外国との関係についての理解をみる

(2) 調査問題

回 l):a>l， 2，いの問い民 平安時代に関するものです.それぞれの悶いに答えな品、。答以解答崎町れぞれの記

号をOで囲みなきい.

1 下のB群は外国との関係について述べたものです。 B'詳のアからオまでの中から平安時代の事がらについえ述べた文弘

一つ還ぴなさい。

S' U 

〈だら

ァ 百済から~f;1や仏教が伝わり，それから後の日本人の恩怨や生活広大きな影轡を及ぼした.

イ 大陸のすすんだ文化をとり入れようとしミ粉計らのdhがつかわされた;

ヴ 日本人や日;本船が海外に行〈 ζとを禁じたので，日本人の海外発展は まった〈とだえた。
とう

エ 貨の衰えが目だら底の文化に捗力を感じな{なったとともあって与遺底伎は停止されむ
hι b唱どう

オ 明との間I!:.・勘合船底よる貿易が行なわIt，わが国からは刀偽銅などが繍出された。

(3) 応答状況

滋択肢

応答率(%)

平安時代における対外闘係についての知機や理解程度をみる問題である。

正答の選択肢工会選んでいる者は 25人，つまり 25%の正答率である。これは，県平均3o. 1 %， 

会国平均38， 4 o/c 会~τもわかる，J:うに，その理解度はかなり低率である.しかも応答分布はウを除

}けほどの選択肢にもほぼ平均に散らばっていて，応答分布が広いということは，この問題に対する生

徒の迎解程院がふじ略うぶんであるとと念物語っている。

とのような総泉常示したこと巳ついてはいろいろなととが考えられよう。たとえばt正答肢エとほ

ぼ同数のイの選択肢の指示文には遣問使という歴史尉陪が記述されている。この遣時保が遣唐使と混

同し.歴史事象I.t:'明磁に銀解していないと ζ ろから韻答したとも考えられる。あるいはまた，正答肢

エの指示文会読む過程で. r.唐」が平安時代初期iるおける1f.t安な対外側係閣であるという学習が不徹

底であったととろからくる理解の不足合ポしでい1るのではなのかとも終1せられる。
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(4) 分析の観点

①平安時代の対外関係国についての知識をみる。

② 平安時代の外国との関係会示す歴史事象についての理解告とみる。

@ .遺晴使・遣唐使の理解金みる。

④ 各時代における対外関係についての理解をみる。

， (叫 分析的問題

。

日平安時間外関係につい℃問い時えなさh 伺じものを二度使って答える場合もあり九)

①平安時代にわが国と関係のあった外国を一つ選び，そのt恥 仁 コの中に書きな料、。

〈だら みん ずい とう げん かん

ア百済 イ明 ウ埼エ唐オ元カ漢

@①で選んだ国との関係樹ととがらも吹山‘切れ叩ミらこつむ，間号をヒコ の中に書きなさ

a 4脅教や仏教が伝わり，それから後の日本人の思惣や生活に大きな影響を及ぼした。
あべの'p;・志ろ 2札しん

b しばしば使いがつかわきれ，それとともに阿部仲麻 呂が日本から留学したり，径英などの名僧がわたってきた。

み

c.初期には使いを送っていた吟その国が衰え，その魅力を感じなくなったζともあって使いを送るととを停止した。

お dぬ、4ょ
d 聖徳太子が大陸のすすんだ文化をとり入れようとし丸小野妹子らの使いをつかわされた。

bペJう

e 勘合船による貿易が行なわれ，わが愚からは刀剣・鏑などが給入きれた。

f 初期には濠誌 漢文学や仏教にも影響をうけた的やがて日本風の文化が発達した。

g 日本人や日本船が海外に行〈 ζとを禁じたの℃ 日本人の海外発展はまったくとだえた。

[- I I ド
@遣酬に関す柳川--:>，遣唐使に関す刷tらを三令 a川れの中から臥その拐をに コ の中;

に書きなきい。
ずい

碕 --_._ヒゴ ' 
遺 使

2・
:‘4 

とう

遺 唐 使 ---仁コヒ二|亡コ ~5. 
F t r 

' 
日例代川内 外 国 と の 関 側叩:らを②のa川 m 中から，初仰肝閑手箇勘を①のア叫均カれm叫山中凡肋

i品

ぞれーつずつむ，判記号主 亡=ゴの中区書きなさい@

関係を示す事がら 相 手国

やま止

大和 時代 (古埼時代)
あすか

飛鳥時代

奈良時代

室町時代

l i 
ll  
l l 

75川

H
u

-平，

- 8 1 -



(0) 結果と考察

a 分析的問題の正答率

問題

i正答率 (%)i 

左表は，全国学力調

矧寸飛鳥 |土問査のの研z究対象者と|可

22120123 生徒について，
2 ム 国邑会 . 七 子力調査より 5

ヵ且経過してから行な勺た分析的問題の正答芸名古f示したものである。

調査問題全fわずかに変えただけである@の選択肢Cの正答率は 37%で，調査問題の正答率 (2 5 

%)に比較してよくなっている。@のもう 1つの正答である選択肢fは，中国大陸から-文化や宗教

の影響-a:'受け，日本風の文化か発達したととについての理解金みる問題であるが，これには 42%

の正答率会示した。しかし.c. rともにできた生徒は全体の 15%で，とくに女子においてはわ

ずかの5%で非常に低率である.また.@の遣唐使に関する王艇がらιついての正答阪であるb，c， 

fの正答滋はそれぞれ59%. 60%， S8'lらであ勺たが， 三者ともにできた生徒は全体の 22%

とかなり悪い。

このことからも， 臼本の歴史的事象と対外関係，つまり日本史と世界史の関連にヲいての生徒の

理解はふじゅうぶんであるといえよう。'それはまた， 囚 の各時代における外国との関連事象の知

識 ・理解合要求する問題d正答率 (大相時代20%.飛鳥時代23%.奈良時代 16%.室町時代

2 0%)の低さ会みてもわかる。

つぎにe分析的問題の正答者数を調査問題の応答状況との相闘で考察してみたい。

それによると，調査|副題の正答肢エ会選んだ生徒は分析的|胡題でも よ〈でさており，分析的問題全

数多くできた者は調査問題もよい (分析的問題の?問中 5間以上できた生徒は 22%で， うら約 7

割はt知査I:'U越の正答者である)というような禍闘があるように縫察される。ととろで，・こζで考え

てみなければならないことは，調査問題全正答しながら，分析的問題で. 3間以下の正答者数が 1

容jもいるということである。とのような応答を示した生徒は， 平安11寺内二おける外国との関係がよ

く把 握 されていないために，問題場面が変わると正しく応答できなくなる傾向があらわれたので

ある。 反面，調査問題では正;s:できなかったが，分析的問題では5問必は正答した生徒が 1割あり，

これらの生徒は平安時代¢外夫了についての題解が不じゅうぶんであるとはいえなし、。 三

モるにしても，分析的問勉の4間月上の正答者がわずかの 1割弱であるのに比べ. 2間以下の者

が約6劉もいることは， 分析的|尚泌が難解であったことにもよるであろうか，生徒は各時代におけ

る対外関係に拠する現併がふじゅうぶんであり，それは， 11:'"代の織活的把握会歴史の発展に即して

とら止るととが容島でないことも示している。

b n4想ごとが者窯

①‘.平安時代の対外関係、国じついて

平安時代にわが国と関係のあった外国を，アからカまでの国の中から選びだす問題である。

分析的問題0)疋答肢エに比、暮したものが 41%で比較的よく理解している。唐に正答し，調査問
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題も同じくできた生徒(調

査問題ヱ，分析的問題ヱの

両方会選んだ者)は 15%

で，調査問題の正答率 25 

%の約6割は平安時代と唐

との関係を明確に把握、して

いる。

しかし，誤答傾向をさIぐ

ってみると，全体の 59% 

は唐以外の圏全選んでいる

ことになるのであるから，

分

析

的

問

題

回
① 

ア (百済)

イ (明)

ウ (時)

②(麿)

オ(元〉

カ (漢 )

無

計

調 資

ア イ

ι 2 

3 4 

5 2 

8 8 

。 2 

。 6 

。。
22 24 

問 題 @ 

ウ ② オ 無 計

。 。 10 

4 4 5 19 

2 4 。 14 

2 1 5 7 41 

。 。 4 

2 2 。 1 1 

。 。。 1 

ι 25 18 5 100 

各時代においてわが国と関係のあった中国大陸の国々との年代的なつながりの理解がふじ申うぶ

んではなかろうか。そのためには，日本.aと世界史の対照年表を教室に掲げたり， .時代的関係を

把握できるようなもの会生徒につくらせるなどは理解'1:'深めるために有効であろう。

@ 平安時代の外国とω関係を示す歴史事象について

つぎに，唐との関{系金示す歴史事象についてどのよ うd 解しているかを調べるため仏国

@の問題の結果会みる?ととにする。

応答率の多い順からあげて

みると， b-43%， f-

42%， c- 3 7 '1らという

(抽出数は 100であるが， 1人が2岐送択のため計 200となる) JI買になる。 bの選択肢は奈

良時代心闘する歴史事象であるから，関係国糟でおったと しても， 回 の「平安時代の対外関

係について，次の間いに答えなさい。 Jというように，すでに大聞の設問で「平安時代jと限定

し了ているところから正答とならない。しかし，指示文の「阿部仲麻呂」ゃ「鑑真J.などの人名に

よって， 45%もの応答企示している。 bの問題は指示文中に遣唐使阿部仲麻呂や唐僧鐙莫など

1:'記殺する ことによって，それらの人たちが活躍した時代はいつごろであったか，すなわら，平

安時代と奈良時代の対外関係を弁別できるかどうか告とみよう としたものである。と ころが，生徒

は奈良時代と平安時代の対外関係官混同している傾向がある。対外関係と時代背景となる歴史事

象の関連(たとえば，遣唐使と奈良文化，遣唐使廃止と平安文化)についてよく現解されていな

いことによるのであろう。

つぎに， c- 37%と. f-42%について時，両者の指示文がともに「初期にはー~--，. J 

にはじまり， cは 「一一一一一-使い会送ることを停止 した。」に対し， fは F一一一ーやがて日

本風の文化が発達した。」で文章が結ぼれている.このことでも明らかなように，類似した問題

の選択肢を作成して応答反応金調べてみた。とれはどららも平安時代におげる社会事象について

述べた選択肢であるが， 平安時代会最も特色づける「日本風の文化Jに視点会おいて問題の解決

巳あたれば. fの場合はもっと正答率が高くなったことであろう。なお，調査問題の⑫では平安

時代の文化合と りあげており， その中で 「平安時代の文学作品名と人名会一つずつ選びなさ V'oJ

という問題がある。 正答は源氏物語と紫式部であって，その正答率は 42% (二者完全正答企要
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求)で. fのJf答率と同

率であった。

つぎに，①の問題との

間関でみると右表のとお

りになる。

すなわら，①のエ(平安

時代に尉係のあった国は

唐であるという壊がら)

に正答した生徒は，@の

正答肢c， fに応答する

割合が多いところから，

分析的問題 回 ① 

分 ~ ア イ ウ ③ オ カ 無 計 |

析 a 8 5 4 。 2'1， 。 20 

的 b 5 5 6 20 。色 43 

!凶 !:@ 4 5 4 22 2 2 。 37 
題

d 5 6 7 5 。 25 

s囚
e 2 ヲ ，4 6 2 2 .26 

，① d 2 24 2 7 。 42 
@ 

.g 2 。 1 2 。 7 

計 1 0 4 1 4 1 1 1 00 

と・れらの生徒は唐とα湖 (0は正答校，数字%)

係会示す歴史$象fこういては，ある程度理解しているものと怠われる。

つぎに，②金調査問題とのrfil関で調べてみると，調査問題の正答率 25%のうち 19%(8tlJ 

~Sî) は 01こ. 1 3 % (約5割)はfに応答しているととろから，調査問題の正答の選択肢ヱとほ

ぼ同ーの②cの問題とは，かなりの相関があるものと忠われる。

しかし， 分析的問題の正答肢である 2間 (c， f)に応答した生徒がわずかの 15%であると

ころからみれば，進官使の廃止と平安時代の文化の特色との掬速がじ申うぶんに把握されている

とはいえない。

@ 遣時i定，遣唐使の理解ιついて

<逮夜伎についての応答状況〉 (7者択 1) 

肢
一

ω
-
f
k
 

択
一
率

謹
一

2
t

j

-
応

調査問題の正答

率が低かったこと

についての分析的

(0は正答E的 観点として，平安

時代における唐と

の闘係の斑解程度

合考察してきた。

さらに生徒が昨年

度も混同し，本年

度も混同している

傾向がみられる遣

く遣唐使についての応答状況 〉 (7者択3)

応答数

(0は正答肢，袖出は 10 0であるが1人が3肢選択のため計300となる)

F吉使・遣唐使に闘する知後ιついて検討することにする。

との問題は，遺汚伎については聖徳太子，小野妹子などの人名についての免職，遣唐使につい

ては阿部仲由来呂・鐙真などの人名や， 奈良，平安時代の中園大陸からの文化の摂取とその廃止

(たと えば，);tfは.?l盆紀lニなるとおとろえがめだち，文化のうえでも， 日本からはるばる出か

けていって学ぶほどのことがなくなった。そのため，菅原道真の意昆によって，遣唐使が廃止さ
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れた。〉などの奈良・平安時代の対外関係についての理解がなければ，との問題全解決するとと

は困難である。前記の表のように，遣帯使についての正答率は56 ~らであり，遣唐使のそれは，

選択肢b，c， fの三者ともに約60 <jもで，選択肢ごとに個々に集計してみると，かなり高い正

答率を示す。しかし，遣唐使の三者完全正容率は前掲のごとく22%と悪くなる。また， 遺苛憶

についての応答状況会みると選択肢bに反応している生徒は22%もいる。これらの結果から察

することは，遺暗使・遣唐使に閲する事がらを対外関係の事象と結びつけて理解すると:とは容易

でないように思われる。

@ 各時代におげる対外関係の理解について

①~@までは主として平安時代の対外関係について，その理解程度公分析してきたが， ととで

は平安時代金除いた時代すなわち大和，飛鳥奈良，室町時代siおげる外国、とゐ関係にうい士

検討してみたい。とれらの時代と関係全示す容がら叫どの選択肢であつで，相手国はどこかとい

うことを正しく 弁別できれば，調査問題の平安時代における外国との関係、を正しく理解できるは

ずである。

右の表は各時代の対外関係についての正(二者完全正答会要求)否乞調査問題との相関で

表わしたものである。

各時代の正答率は，大和時

代20%，飛鳥時代 23%. 

奈良時代16%，室町時代

20%でどの時代とも解答で

きた生徒は約2割である。調

査問題の正答率との相関でみ

れば，それぞれ 11 %. B ~ら，

1 0%となり， 分析的問題の

正答者の約半数(金生徒の

1割)は調査問題と分析的問

! 調査問題@

----------アイ ウ@オ 無 計

分 oI 4 I 2 I 0 I 11 I 1 I 2 I 20 
析 大 和
的 x I 18 I 20 I 6 I 12、 17I 2 I 75 

間( : )I 4 1 4 1 0 1 11 I 3 I 1 1 23 I 
飛鳥

題 xI 18 I Hl I 6 I 12 I 15 I 3 I 72 

。 3 1 8 5 。16 

回 奈良 叫ーーーーー四ー---白骨目-.園開 ー---司 ーーーー畠 ー園田由--司ーー-曲目 _.・ー』四

× 1 9 21 5 15 15 4 79 

。 4 2 10 2 1 20 
室町 一ーーー 戸田園田ー ー--.--ーーーーーー 副司曲直』 ーー・・"・ーー ---骨ー 【円再目『司，

× 1B 20 5 13 16 5 75 

題の両方尚子答できていれ。は正答率×は誤答率，各時代とも無鶴 5仇除外)

このような生徒は，平安時代

の対外関係についての理解がじゅうぶんであると考えてよい。しかし，その他の約?割の生徒は，

問題の解拘こあたって，不的確な知識や理解で応答したか，もしくは全然理解していないと考え

られる。

つぎに，各時代における対外関係について. r関係を示す事がらJ， 向日手国」にわけて，そ

れぞれ別館に正答率を集計してみると次表のようになる。

ヘ---..__:I関係を示す事がら

大和時代. 3 5 % 

飛鳥時代 3 8 % 

|奈良時代 2 4 % 

i室町時代 3 9 % 

相手国 l

4 0 % I 

3 5 % 

3 9 % 

3 5 % 

との表を一見すれば明らかなように， 約

3 5%~4 0%の生徒は，各時代におげる対

外関係事象と相手国について理解しているこ

とになる。ただし，奈良時代における外国の

関係金示す事がらtこついては24%と，他に

比較して低率である， これは前にも記述した
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ように，遣唐使として阿部仲麻呂が唐へ留学したのは奈良時代であるが，それ~平安時代と混同

して誤答した結果とも考えられる。

いずれにせよ，調査問題を正答し，各時代における対外関係と相手国をも正答した生徒は，前

記のように 1 割前後の低率である ところから，次の事から~結論づけられる。すなわち， 各時代

における対外関係会示す事象についての把握は，きわめて不じゅうぶんであるといえる。今まで

の全国学力調査でも絶えず，日本史と世界史の関連に関する理解は不じゅうぶんであるよう』こみ

られたが，この調査でも対外関係会示すlil:象についての鑓解は慈し指導にあた勺ては，その時

代の特色を示す歴史事象との関係会じゅうぶん留怠して婦導する必要があろう。

3 関税自主権(条約改正)についでの年代的左事がら

(1) 調査問題における小間のねらい

.@ 関税自主権の獲得(条約改正なる)についての年代的な理解をみる。

(2) 調査開題

白 下の略年初20世紀前半における日本や世界の川時がらをれたものですパれをみて.次の1，2の閉山答えなさ

い。答え11，解答用aのそれぞれの記号をOで囲みなさい。

lQOO年

1910 lf 

1920年

1930年

19 ~O 年

日本 了ジ 7 ! ヨーロ '11''1'1 rメリカ
ー守ーーー一一ーーーーーー

-日英同盟が結ぼれる

.日露鞍争が起とる

旬 i・シベ 1)r鉄道が開通する

、
j・ライ ト兄弟の飛行機州じめて飛ぶ

.r1「寸 >1 (2) I 
-第一次世界大識に参加する

;・中撃民国がでまる

幼'l- ! 

・原 i. の立~敷友会内閣ができる i ・ 中国に五・四運動が起とる ;・ イギリスで選挙法が改正される

_.司ーーー・・ーー--，.-旬・ー-~・F罰戸H ・・--ー---.・ー・・・ー・幽 ・ ーーーー-\.- ・匂ー ー ーーー・・ー- --田'ーー- - -- .... - -_.・ー・ーー

トトルコに革命が起とB i-ソピエ ト社会主義共和国連邦ができる

.いわゆる笹通遺掌法が公布される;

i-世界総淡恐慌が起Eる
;一一一一一ー一一一一一一:・-ii'ドで独立運動がきかんになる?・ロ Yドン海軍寧絡会議が飽かれる一一一・一-
.~州事変が起とる 1 1・4ギリスをゆ心とするプロック経済が強〈なる

j-| 印 |
・二・ニ六事変が起ζる ! 

!・ドイ?の再軍備が始まる.民挙事変が起とる
1 品、 Jd :・第二次大殺が起とる

・日独伊三師事同盟が結ばれb・7・ーγ 一一一一一一一一γ一一一一一一一一一一ー

・太平洋~争が起E る a 

1 略年表中(l)，にあてはまる事がらはどれですか。ill.こあではまる事がらるAiJの中から 一つ選ぴなさい.

((2)， (3) Iま分析研究の対象外なので省略〕
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A 群(日本)

ア ポーツマス条約が結ぼれる
tん

イ 日英同盟が廃止される

ウ 日清戦争が起とる エ関税自主権を獲得する(条約改正がなる)

'オ五・ー五事件が起とる

(3) 応答状況

「ー一一ー

抽出平均 県平均 全国平均

1 5 % 1 8，5 % 23，0 qも

'-..... . 

ポーッごス条約 |ロ時1目見|白山1)_11lJ3w， ';;;-r悔|士 r 甫件| 宮怠

1 5 0/0 21% 1 34 %1 1 5 弘| 1 3% 12 %  

計

1 0 0 % 

この問題は， 2 0佐紀前半における日本や位界のおもな歴史的事象を示す略報の亡ご!の中

に， r関税自主権合獲得する(条約改正がなる)J金正しく位置づけられるかどうか会みる問題であ

る。条約改正』む明治の金時代にわたる政府と国民の努力によって達成されたものであり，ま主， B 

J寄・日露戦争の結果による国際的地位の向上など，明治における日本の発展に闘する一連の歴史的事

象である。その意味で条約改正は，わが国近代史における重要な歴史的意義会もつものとして，たい

せつな学習内容である。

調査の結果の応答状況は上記の表のとおり，選択肢ウの「日清戦争が起こるJIこ応答した者が最も

多く 34%に達している。次はイの「日英同盟が廃止される」に 21 %.それからアやヱに '15 %と・

どの選択肢にも平均した応答分布告r示‘している。正答E変であるエにはわずかの 15%しか正答してお

らず，またl奇問題の県平均や全国平均を見比べてみても，同様に非常に低率である。

とのよ引こ， ζの問題に対する正答E刺訂正いのであるが，その原因企さぐうてみると， 一つは，

亡コにあてはめる事がらと して「関税自主権合獲得する」会選ぶには，略年表1こ指示されている

事がらでは応答しにくいのではないかと思われる。関税自主権獲得運動に直接関係のある事がらくた・

とえば，欧化政策・治外法権の廃止)を略年表に記載してあれ}えもっと正答率はあがったと思う。

もうひとつの原因は，選択肢にあげられた歴史的事象の原因や影響などについて，生徒が習得してい

る知識が非常にあいまいなもの不的確なものであるために，悪かったのではないかと考えられる。

(4) 分析の観点

1 河研究では，調査問題と同一問題を再度実施し.'0 に応答した事がらι生徒はどのよ うな

理由から選んだのか，その思者傾向合さくでる。 ・つぎにー選択肢のア~オに指示されている事がらの原

因や歴史的影響などについて，生徒の理解程度合検討する。

分析の観点としては次の 3つをとあげる。
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①関税自主権の獲得(条約改正なる)についての年代的な理解と，臓に対する判断の根拠につい

て検討する。

①選択肢にあげられた惑がらの理解程度合みる。

@関税自主健 (条約改正なる)の影響についての年代的な理解。

(5)分析的問題

調査 1 

白 下の略年初， 20世紀前半における日本や世界のおもな事内服したものです。 ζれを見丸次の①，@の問いに答えなき

い.

略省でのよ
す
'同と題崎

吋ι『
E査Aa 

司
副

、l、f
tJ

表

①
年

い
略
問

@ A群@中州上の略年制(1)にあてはま仰はどんな理由で逮びましたれ選んだ理由を下e 仁コ@帆書

きなさい。

調査 E 

-ーー・回-・-目Eーーー回--田 次のA群附された事がらと関連する事がらね群から，それぞれ一つずつ選民その記号を し 一 | の 向 き な さh

A 群

① ポーツマス条約が結ぼれる。

@ 日英悶盟が廃止される.

@ 日レ清ι駿争が起ζる.

@ 関税自主権を護得する。(条約改正がなる)

⑤ 五・ー五$件が起ζる。

B 群
由ら位

ア 棒太の日目半分を領土とし， 中IN，朝鮮に有利な地位をしぬ自力がのびた。

イ との事を通して経済的に中島朝鮮に進出 L，ロシ7の南下政策と対立するようになった。

ヴ ワシントY会議で軍備を制限し，さらに日為 7メリカ合衆国，イギリス.7ランスの4か国の周で太平洋における各国@

領土4闘を尊重するととがきめられた。 .

ヱ 政党政治が終わり，箪部の政治に対する発言力が強くなった。

オ 日;本の国力が向上L，国際的な地位が高まってきた事が影響して，欧米諸国と対等に貿易ができるようになった。
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回 Fの桝哀のζ二二二!の中にあてはまる事がらをB群の中から一つ凱その訴を亡二コの中時刊さい

19001f 

191~平

192昨

193昨

昨
叶

日本

・日英同盟が結ぼれる

・日露戦争が起とる

i
」
i
l
l

l
i
-
-

了ジァ ヨーロツペアメリカ

i-シベリア鉄道州通する トライ ト兄弟の飛行機がはじめて飛ぶ

ー一白ーー・ーー四回幽_..-........_--目---"'r'・幽----開'ー・町働ー--目--ーーーーーーーー-，..-----白--伊ーーー -----_..--_←戸--ー，ー..-_....ーー

・| l j.中華脚できる

・第一次世界大枇参加する j 
たカ1..

・原敬の立憲致友会内閣ができゼ ー 1・イギリスで選挙法が改正される
』・中国K五・四運動が起とる ; 

一一一四'一一一ーー"一一一-←一---一一一戸一一一一ーー-F-4ーー一一一一一一一司一--一--_....ーー一一
(・トルコに革命が起とる i・ソピエト社会主義共和底連邦ができる

・いわゆる普通選挙法が公布されるl

i-世界経済恐慌が起とる

んー一司--------一一一一-l・イン ドで独立運動がきかんになる-i・ロンドン海軍軍縮会議が械かれる
・満州事変が起とる ! i-イギリスを中心とするプロツク経済が強くなる

:. t'イツの再軍備が始まる-ニ・二六事件が起とる

.日来事変が起とる

・日独伊三国軍事同盟が結ぼれる 「i i・第三次大戦が包とる

-太平洋戦争が起とる

h 

(Ci)結果と考察

a 分析的問題の正答率

調査 I 調 査 E 
問 題 !Il 回

① ② ① ② j@  @ ⑤ IIJ 
正答率(%) 15 12 29 65 7 0 1 9 

左表fま，関税自主権の獲得に

ついての分析的問題の正答率でd

ある。援金一見すれば明らかな

よう1:::'，略年表に「関税自主儀

会獲得する(条約改正がなる)J

を入れる問題(調査I白①，および調査E凹)の正答率は，きわめて低率である。しかし，

調査E回の選択肢にあげた纂がらの原因や影響についての理解をみる問題では，正答率が比較

的高い。この限りにおいていえることは，関税自主権の事がらについては，ある程度理解している

が，それを略年表の中に位置づけるととが凶難であるために，正答率会低くしているJ京国にな守て

いるのでlあろうということである。

調査1 @?)@は，①で選んだ第がらについて，それがどんな理白から選んだのか会いわゆる記
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述形式で問うた問題であるo①を正答した者についてその理由も正しかったのは表のーとおり 12%で

あり， したが勺て①舎できた者は@の理由もほとんどできている。@の理白金， 下吉己のようにまとあ

た。

関税自主権(条約改正〕 が必正しく理解して応答 ・一一一一一一一回3%

各選択肢の事から会年代的に正しく理解して応答 "一------------7% 

上二つ会総合して応答 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『・1%

各選択夜の事がらι 主として歴史的な影響に視点会おいて応答…1%

不健かな理解で応答 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一2%

無記 入 -一一一声-----一一一一一一一一一一----_...一一一一一 1%
}誤答とする。

なお， 調査I 白①の問題は調査問題と|司ーも糟である。ととろが正絡をみる と.上記のよう

応どちらも 15%でまったく同率である。両者〈調査問題@と分析的問題①)のi.答率ftfま統計的な

有意差はないけれども，分析的問題との柏朗々みる;揚合には~， ，調査の便宜上，分析的問題の①の問題

を使用する。

~ 

b問題ごとの考察

③ 関税自主悔の獲得(条約改正なる)仁ついての年代的な滋解と，応答に対する判断の根拠につ・

いで

この間題は， 2 0世紀前半における日本や世界のおも細川会示した桝表の亡コの中に，

ア〈ポ'-:;Jマス条約が結ぼれる)，イ(白菜同銀が廃止される)，ウ(日清戦争が起とる).ェ
(関税自主権合獲得するく条約改正がなる>)，オ(五・一五事件が起とる〉の5選択肢から一

つ会選ぶ問題である。

生徒の応答状況を調べてみると次の表になる。

最も応答率の高かったのはつの3，0%で，いちばん少なかったのはオの 11%であるが，おむ

よそ，どの選択肢にも平均4こ i選択肢

応答している。

では，生徒はどのような理
(0正~B豊)

白から選択肢会選んだのであろうか。つぎに@の応答に対する半噺の根拠密検討してv 生徒の思

考傾向i'さぐってみよう。

ア ポ-:;Jマス条約が結ばれる一一一一一 応答率 21%

選んだ理由

日露戦争の後， ポーッマス条約が結ぼれた 8%

第一次世界大戦前にポーツマス条約が結問れた 3% 

五 .一五事件ゃ 日清戦争は I (1) l.の近〈でないから 4% 

ポーツ7ス条約が| (1) | にいらばん近付思戸たから 2% 

その他 1 ~も

無記入 3私

イ 日英向盟が廃止される ー 一一一一-一 副 応答率~3%

選んだ滋由
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第一次位界大戦に参加のため 7% 

廃止されたので第一次世界大戦になった 。 4%

各事象'i'年千切句にとらえて さ%

| (11 |の前に「日調司盟が結ぼれるJと欝いであるから 1% 

その他 3% 

無記入 5% 

ウ 日清戦争が起とる・一一一-----_.応答率 30%

選んだ理由

日露戦争のあと民日待戦争があった

第一次大戦が起とる前に日清戦争があった

7% 

6~も

日露戦争一日清戦争ー第一次世界大戦という版だから

年代的にとらえて

なんとはなしに

h 然記入

弘山

d
m
N

鉱
山

M
M岬

司
u

z

v

a

u
『

『

f

ヱ 関税自主備会獲得する(条約改正がなる)一一一一正答率 15% 

選んだ理由

選んだ理由の正しいもの(省略) 1 2% 

1 に (1) 1 Iこあてはめる年代がいらばん近いような気がした 2% 

無記入 1% 

“オ 川五・一五事件グ受己こる u 一一一一一応答率 11 % 

選んだ辺由

・，五 ・一五島事件で飯部が政権舎にぎったから 2% 

五・一五議件が起と ったため， "第一次世界大戦に多加した 2% 

年代的にとらえて 2% 

なんとはなしに ・ 1% 

、 無記入 ・ 4% 

~. (ポーツマス条約が結ぼれる)定選んだ理由としてもっとも多かったのは，日露戦争の後，

ポ..."...ツマス条約が結ぼれたとした者で，一応答申の約4割弱を示す。日露戦争の講和条約はポーツ

ワで行なわれたので，この限りにおいて，ア舎 にEコ に応答するのは当然と思打れ

る。 ML略報会見ると， r日露戦争が起こるJからE玉Eコまでにはかなり年代的な

へだおとりがあるのf::'" ア会応答したぬは，講和条約に対する年代的な知識が不足していたといえ

る。宅通常，勝利会識は戦争の終結からrあまり年数i'かげずに行なわれるのである抗生徒はこの

どうなととを考えずに応答したものと思われる。

イ (日英尚盟が廃止される)会選んだととに対する辺自では，第一次世界大戦ど関連して応

答したものが約5劉である。略報の[JiLコの次に「第一次位界大戦略加する」が記載

ぎれているところから応答したあのと思われるが，これは大戦に象加したのはむL)吉田英同盟に

よるかであるという理僻乏しいかちを針。

ウ (日清戦争が起とる)，こ応答したのは，勘て肢中も骨.とも多<3 0%である。選んで理由
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としては日露戦争一日清戦争ー第一次世界大戦という煩に考えたからで，臼本の司際関係とその

発展企歴史の流れ』こ即して理解している者が少ないとと会示している。

オ (五 ・一五酬が起こる)は じ互コに応答するにはあまりにも年代的へだたりが

ある。選んだ理由も， i五 ・一五事件が起こったため，第γ 次位界大戦に委主加したjのように，

意味のないあいまいな理由会あげている。

以上， 生徒の応答に対するその棋拠となる判断，すなわら， なぜ選んだのかその理由を調べ

てみたが，これらの結果から考察できることは，生徒の思考は，知識不足からくるその場の思い

つき(場4うたり的思考)によ って応答する傾向がある。換言すれば，E俗年表の前後に掲載されて

いるととばと似たような事川崎てはめてみようとする。た と え 院 し 」 止 」 の 前 後 に

「日露戦争が起こるJや「第一次世界大戦に多加する」が記入されゼいると ζ ろか弘とれらに

倒係のありそうなのはどれであるだろうというような，不確かな思考とあいまいな免職とによっ

て，ウやイに応答したことなどは， その例である。

結局， rl関税省主健全獲得する(条約改正がなる)J .九日清戦争の勝利によって，わが国の

国際的地位が向止し国力がのびたこと，また，明治の全時代にわたる政府と国民のたゆまざる努

力によって達成されたととという一連の歴史の流れb 各事象相互の胸速で正しく理解すること

が涼じゅうぶんなため，正答率が低かったのであろう。

⑥ 選択肢にあげーられた獲がらの理解程度について

指示された選択肢のゆから一つ選んで路年表に位置づげるためには，選択肢にあげられた廃史

的事象について理解していなければ， 正しくあてはめることはできない。したがって，ここでは，

各容象の関連するZ艇がらとして，おもにその影響あるいは原因企とりあげて，理解程度をみるこ

とにした。

結果は左表のとおりである。

77~¥ご竺 ア イ ウ ヨこ オ 計

①ポーツマス条約が結ぼれる @ ? 47 2 1 3 1 00 

@の五 ・一五事件

についての理解が

よく 70%の高い

正答率である。原

敬以来の政党政治

にかわって軍部に

よる政治が強くな

ったことをよく 漣

② H英l司盟カ鴇止される : 1 5 27 @ 10 ? 1 00 

:@日清戦争が起とる ! 42 fI @ 4 3 5 1 00 11 

ー
@関税自主権合獲得する 6 6 8 15 @ 1 00 

~)五 ・一五事件が起こ る 8 ， 10 5 @ 9 1 00 
.. 

(0は正答率， 数字は%)

解していると考え

られる。したがって調査問題のr-(1) I に入れる問題でも， もっ とも誤答率が低かった。

④の閲税自主権(条約改正)も 65%の正答で比較的理解している。との結巣からいえることは，

舗を問題の正答率 (15 %)が悪かった原因は.I均税自主将軍(条約改正〉について理解が不足し

ているために正答できなか叶たのではなく， 略年表に位置づける こと，すなわち，絡年表に与え

られた!事がらを歴史の流れにそって構成することができなかったために誤まったものと思われる。

日清戦争についての@乞みると， 正答肢イの応答率とほぼ同じくらいアに応答している。 ア，

イの選択肢の指示文には，どららにも 「中国，朝鮮」が記されていることによって一見似たよう
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な問題ことられるが，アの r;悌太の南半分念館jーととしJ，イの rn・νァの南下政策と対立するよ

うになった」というように，明らかな栴速がみられる。それにもかかわらず両者会混同している

ととろ会みると，日清戦争と日露戦争i:区別でき・杓与あいまいに応答したのであろう。

@の日英!司販については，正位継が 39%で低く， イやアに誤司たものが多い。どのような国

際関係から日英同mが廃止されたのかについての生徒の理解はふじゅうぶんなようである。

①のポー ツマス条約についての正答率は5問中，もうとも低い。正答肢のアよりウに反応した

者が多しとの結果からだけでも，ポーツマス条約が結ぼれたあとの影響については，じゅうぶ

ん理解されているとはいえない。ポーツマス条約は日露戦争の耕和条約であるという惑がらと結

びつけず，ただ，①の誌がらは外国のできごとのようであるから，もっとも外国に関係ありそう

なもの・わ~ぽうと考えてウ会選んだのであろう。

このように応答結果会分析してみると，①，~， @などは，非常にあいまいな知識によって応

答しているように患われる。歴史的主主象は， rだれが;J， rいつJ， rどとでJ， rなに会J，

「どのように」したかということが重要な要紫になるのであって， これら会明らかにされなけれ

ばならな川。そして，それらが歴史の流れのうえに明確に位置づけられてはじめて，歴史的な恐

怖こ到達するのである。したが勺て，いくら個々の歴史的事象会数多く記憶していたとしても，

それが肢史の流れや広がりに正しく位置づけられなかったり，羽I象相互の歴史的胸連合とらえる

ことができなければ. 1怪史的知織とはいわれないであろう。指導にあたっては，・とれらの点会じ

今うぶん留意し，年表など告と使肘したり，作成したりする道程で，臨象相互の関係会構造化した

り，.個々 の主u象告と膝史の流れのうえに明確に位置づげられるような指導のくふうが必要である。

@.民税自主悔の獲得(条約改正なる)の影軍事につわての年代的な法解について

綱引の凹の協状況は次の表のとおり。

選択肢

応答率 (0/0)

調 査 .ll'・

回 回
.0 。
。 × 

.応答率

16% 

4 9 % 

略報の己コの中に，正械

であるオを選んだ率は 19%で，き

わめて倖客である。との問題は調査

Hの白と酬している問題であるから，これだけ舎とり

だして@のねらい全検討することは意味がうすいので，両問

題の相闘で応答状況金調べでみる必要がある。結果は左表の

ようになった。

関税自主権(条約改正)の彩戦については前記⑤でも述

べているように 65%の正答率でほぼ理解しているのである

が，との綱引田@の正答中， [ruの正答とする ことの

できた者は，約2割強であるととろから，結局，関税自主権(条約改正〉金正しく理解している

慨が少ないと考えられる。たとえば，調査巴①，調査囚①，@の三者とも正答した者

会調べてみるとわずかの7%である。

.X 。 3 % 

× × 32% 

以上，関税自主権(条約改正・)の年代的な事がらについての魁解合みてきたが，との問題1::::み

ら汎るように，近代史に闘する問題は，歴史的事象の複雑きなどにもよるか，生徒の理解程度は

さtわめてわるい。本年度の全国学力調査の結果でも，全調査問中，1誌も低率であったι との問題

(小間@)を修繕するには，生徒は選択肢にあけ・られた五つの取がらと，略年表に記載されてい
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る主義項むよって解答すると思われる。しかし，時蓄年表の$がらがかなり省略されているので，細

かな年~~的記憶にたよらなければ解答できない閉題であるために，生徒に高い年代的理解を要求

しているようにも思われる。

指導にあたっては，次のニ~，t.と《に留意する必要があろう。

()，) -歴史的にものごと生脅えさせるような指導であること。

歴史的事象をただら列的な知識の習得として指導するので協なく，それが，どのような原因で，

どは~.J:.うな経過をたどり，どのような影響を及ぼしたかというように，段階をふんで思考させ

るような指導が必要である。たとえば; 'i条約改正」の学習では，不平等条約下の明治の日本

告と理解'させ，それが臼本の発展にとっ，てどんなに大きな簿著書であったかを認識させる(原因)。

条約改五の推移金調べ.そ払が容易に達成きれなかったIのはなぜかを考えさを，さらに国力の

充実がなければ有利な条約が結べなかった当時の国際社会のずかた会つかませる(経過)。と

れらの学習をとおして，条約改正の達成は明治時代におけるあらゆる砺での努力によって達成

されたこと合理解きせ. 日本がタト圏と対等な立場から国際社会の舞台に成長したいきさつを考

えさせる(影響〉。

また，これらの学習にあたっては，つねに外国との関連をとくに留意してあっかうことが重要

であろう。

(三) 年間配当時間にあたっては近代史に重点、をおき，配当時聞か縮少されないように配慮すると

と。

日本の歴史合指導する際，学年はじめに全体的な計画を立て各時代における指導時数の配分を

考えているととではあるけれども，古代史や中世史などの学習に時間企かげ過ぎ，近代史仏は

いるころは時闘がなくなり，とおりいっぺんな学習会流してしまうか，三学年にもらとむ傾向

になりやすい。したがって，生徒の近代史tこ関する学習が確実な理解として定着せず，調査の

結果のようにきわめて悪い正答率を示したのだとも考えられる。指導にあたってはこの点tζじ

ゅうぶん留意会し，年出計画の立案にあたって，とくに近代史にじゅうぶん時間企かけて指導

のできるよう，配当時間企再構成することがたいせつである。(執筆者南場 毅〉
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